
発行日　平成30年4月12日／発行　逗子市議会／編集　議会報編集委員会　046-873-1111（代表）

◆◆

       

2018年 4月12日2018年 4月12日

141141

              桜山中央公園へ続く桜並木

平成30年4月12日　　 14

市議会
ホームページ

のご案内

本

会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
及
び
録
画
映
像

を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

！　本会議の様子をライブで、パソ
コンからご覧いただくことが
できます。
　平成 28年６月開催の第２回
定例会からは、スマートフォンや
タブレットでもご覧いただくことがで
きるようになりました。
　「ライブ映像」は、本会議開始から終了
までの議場の様子を即座にご覧いただくこ
とができます。また、ライブ放映終了後７
日ほど経過してから、「録画映像」として
見ることができます。

スマートフォン、タブレットで
本会議の様子をご覧いただくことができます。

このＱＲコードからも、
簡単にアクセスできます。
ぜひ、ご覧ください。

議会インターネット中継
ＱＲコード

逗子市議会中継 検索
ネットは

ホームページ　

●

主な項目
第第１１回回定例会定例会（（22月月６６日日～～３３月月７７日日））
●

●

●

●

議案の審議結果議案の審議結果

平成平成3030年度予算の審議概要年度予算の審議概要

代表質問・質問代表質問・質問（６人登壇）（６人登壇）

今定例会で可決した意見書今定例会で可決した意見書

４ページ４ページ

７ページ７ページ

11０ページ０ページ

11３ページ３ページ

２２……

66…

８８……

１１１１……



今
定
例
会
の
概
要

　
平
成
30
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
６
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
開
会

し
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平
成
30
年
度
の
施
政
方
針
及
び
予
算
提
案
説
明
を
受
け

２
月
13
日
、
14
日
の
両
日
、
５
会
派
５
人
、
無
会
派
１
人
、
計
６
人
の
議
員
が
代
表
質
問
・
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
・
４
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
29
年
度
の

一
般
会
計
・
４
特
別
会
計
補
正
予
算
、
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
常
勤
特
別

職
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
市
長
提
出
の
28
議
案
の
ほ
か
、
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
の
議
員
提
出
議
案
２
件
、
陳
情
11
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
審

議
の
結
果
、
議
案
28
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
、
議
員
提
出
議
案
２
件
を
可
決
し
、
陳
情
は
８

件
を
了
承
、
２
件
を
不
了
承
、
１
件
を
閉
会
中
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
閉
会
中
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
１
件
を
了
承
と
し
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
５
件
を
可
決
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。
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▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

　
承
認
（
全
員
賛
成
）

　
平
成
29
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）
は
、
繰

越
明
許
費
の
設
定
に
つ
い
て
緊
急

を
要
し
専
決
処
分
を
行
っ
た
た

め
、
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
合
流
改
善

事
業
の
工
事
が
難
航
し
工
期
延
長

を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
工
事

作
業
中
に
事
故
が
発
生
し
、
年
度

内
に
完
了
す
る
見
込
み
が
な
い
こ

と
か
ら
、
繰
越
明
許
費
１
３
８
０

万
４
０
０
０
円
を
設
定
し
た
も
の

で
す
。

▼
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

　
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
…
原
案

　
可
決
（
賛
成
多
数
）

　
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
別
表

に
規
定
す
る
桜
逗
会
館
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
に

当
た
り
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

　
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
…
原
案

　
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
別
表

に
規
定
す
る
池
子
会
館
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
に

当
た
り
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

　
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
…
原
案

　
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
別
表

に
規
定
す
る
久
木
会
館
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
に

当
た
り
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原

　
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
住
所
地

特
例
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
改
正
の
必
要
が
あ
る

た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

　
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原

　
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
の
公
布
に
伴
い
改
正
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
逗
子
市
と
葉
山
町
と
の
可
燃
ご

　
み
の
焼
却
処
理
の
事
務
委
託
に

　
係
る
協
議
に
つ
い
て
…
原
案
可

　
決
（
全
員
賛
成
）

　
鎌
倉
市
及
び
葉
山
町
と
の
ご
み

処
理
の
広
域
連
携
の
覚
書
に
基
づ

き
平
成
29
年
７
月
か
ら
試
行
し
て

い
る
本
市
の
焼
却
施
設
で
の
葉
山

町
の
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理
に
つ

い
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
本
格

実
施
に
当
た
り
、
地
方
自
治
法
に

基
づ
く
事
務
委
託
を
受
け
る
た

め
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
葉
山
町
と
逗
子
市
と
の
し
尿
及

　
び
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
の
事
務

　
委
託
に
係
る
協
議
に
つ
い
て
…

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
鎌
倉
市
及
び
葉
山
町
と
の
ご
み

処
理
の
広
域
連
携
の
覚
書
に
基
づ

き
葉
山
町
の
処
理
施
設
で
本
市
の

し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の
共
同
処

理
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
地
方

自
治
法
に
基
づ
く
事
務
委
託
を
す

る
た
め
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
非
常
勤
特
別
職
職
員
の
報
酬
及

　
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可

　
決
（
全
員
賛
成
）

　
財
政
状
況
及
び
社
会
情
勢
等
を

鑑
み
、
報
酬
額
の
改
定
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
常
勤
特
別
職
職
員
の
給
与
及
び

　
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　
正
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
全

　
員
賛
成
）

　
緊
急
財
政
対
策
の
取
り
組
み
と

し
て
、
現
に
在
職
す
る
市
長
及
び

副
市
長
の
平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
退
職
手
当
に
つ

い
て
不
支
給
と
す
る
こ
と
に
伴

い
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提

案
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛

　
成
）

　
緊
急
財
政
対
策
の
取
り
組
み
と

し
、
一
般
職
職
員
の
給
与
を
減
額

す
る
こ
と
に
伴
い
改
正
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

　
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て
…
原
案
可

　
決
（
全
員
賛
成
）

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
居
宅
介

護
支
援
の
指
定
・
監
督
に
関
す
る

権
限
が
県
よ
り
移
譲
さ
れ
る
こ
と

か
ら
当
該
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
の
制
定
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
賛
成
多

　
数
）

　
第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

の
策
定
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
等

の
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提
案

す
る
も
の
で
す
。

▼
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛

　
成
）

　
都
市
公
園
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
公
園
施
設
の
建
築
面
積
の

基
準
の
特
例
の
追
加
及
び
運
動
施

設
の
敷
地
面
積
の
総
計
の
上
限
を

定
め
る
に
当
た
り
改
正
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛

　
成
）

　
公
営
住
宅
法
施
行
令
及
び
公
営

住
宅
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
引
用
条
文
の
整
理
を
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
す
る
も

の
で
す
。

▼
自
転
車
等
の
放
置
防
止
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
放
置
自
転
車
等
の
移
動
費
用
に

つ
い
て
、
費
用
負
担
適
正
化
の
観

点
か
ら
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た

め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
廃
棄
物
の
減
量
化
、
資
源
化
及

　
び
適
正
処
理
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可

　
決
（
賛
成
多
数
）

　
逗
子
市
、
鎌
倉
市
及
び
葉
山
町

の
２
市
１
町
に
お
け
る
ご
み
処
理

議
案
の
審
議
結
果

広
域
連
携
の
一
環
と
し
て
、
葉
山

町
の
既
存
施
設
で
本
市
の
し
尿
等

の
共
同
処
理
を
実
施
す
る
こ
と
に

伴
い
、
し
尿
の
収
集
・
運
搬
及
び

浄
化
槽
清
掃
の
許
可
制
へ
の
移
行

を
す
る
に
当
た
り
、
し
尿
処
理
及

び
浄
化
槽
清
掃
に
係
る
手
数
料
の

規
定
等
に
つ
い
て
、
改
正
の
必
要

が
あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で

す
。

▼
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
５
号
）
…
原
案
可
決
（
全

　
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
３
億
１
６
５
万
１
０
０

０
円
、
ふ
る
さ
と
基
金
積
立
金
２

５
８
７
万
円
、
平
成
28
年
度
の
障

害
者
医
療
費
国
庫
負
担
金
等
の
精

算
に
伴
い
障
が
い
者
支
援
事
務
費

１
９
３
２
万
円
、
逗
子
中
学
校
の

校
舎
外
壁
防
水
改
修
工
事
の
経
費

と
し
て
学
校
施
設
整
備
事
業
３
０

４
１
万
４
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
す
る
ほ
か
、
各
特
別
会
計
に

お
け
る
財
源
調
整
の
結
果
、
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
合
計
１
億
４
８

６
８
万
９
０
０
０
円
を
減
額
す
る

な
ど
、
歳
出
の
合
計
は
２
億
５
２

８
８
万
２
０
０
０
円
の
増
額
と
な

り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
財
産
収

入
、
寄
附
金
、
市
債
を
増
額
し
、

分
担
金
及
び
負
担
金
を
減
額
し
て

措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

予
算
現
額
は
１
９
９
億
１
９
４
８

万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
事

　
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　
号
）
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
医
療
費
の
増

加
に
伴
い
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
事
業
５
３
９
０
万
８
０
０
０
円

を
増
額
し
、
納
付
金
額
の
確
定
に

伴
い
後
期
高
齢
者
支
援
金
９
６
４

９
万
１
０
０
０
円
を
減
額
す
る
な

ど
、
歳
出
の
合
計
は
２
２
９
５
万

１
０
０
０
円
の
減
額
と
な
り
、
こ

れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
、
繰
越
金
を
増
額

し
、
療
養
給
付
費
等
交
付
金
、
前

期
高
齢
者
交
付
金
、
繰
入
金
を
減

額
し
て
措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
予
算
現
額
は
７
８
億
３
６

２
万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
１
号
）
…
原
案
可
決
（
全
員
賛

　
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
納
付
金
額
の

確
定
に
伴
い
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
納
付
金
９
６
７
３
万
９
０

０
０
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
こ

れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
繰
越
金
を
増
額

し
、
繰
入
金
を
減
額
し
て
措
置
す

る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
現

額
は
１
２
億
５
４
３
３
万
９
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
29
年
度
介
護
保
険
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
介
護
給
付
費

の
確
定
に
伴
い
介
護
保
険
事
業
運

営
基
金
積
立
金
２
億
５
４
９
４
万

６
０
０
０
円
を
増
額
す
る
な
ど
、

歳
出
の
合
計
は
３
億
２
９
２
１
万

５
０
０
０
円
の
増
額
と
な
り
、
こ

れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
、
支
払
基
金
交
付

金
、
繰
越
金
を
増
額
し
、
繰
入
金

を
減
額
し
て
措
置
す
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
予
算
現
額
は
７
３
億

６
３
３
８
万
３
０
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

▼
平
成
29
年
度
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
…

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
事
業
費
確
定

に
伴
い
管
路
長
寿
命
化
計
画
策
定

事
業
６
９
０
万
１
０
０
０
円
を
減

額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計
は
、

１
億
８
２
３
２
万
２
０
０
０
円
の

減
額
と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳

入
は
、
繰
越
金
、
諸
収
入
を
増
額

し
、
国
庫
支
出
金
、
繰
入
金
、
市

債
を
減
額
し
て
措
置
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
現
額
は
２

３
億
３
２
７
７
万
８
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

新年度予算など３０議案を可決
市長の施政方針・予算に対し６人の議員が質す

第１回定例会（２月６日～３月７日）



今
定
例
会
の
概
要

　
平
成
30
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
６
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
開
会

し
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平
成
30
年
度
の
施
政
方
針
及
び
予
算
提
案
説
明
を
受
け

２
月
13
日
、
14
日
の
両
日
、
５
会
派
５
人
、
無
会
派
１
人
、
計
６
人
の
議
員
が
代
表
質
問
・
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
・
４
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
29
年
度
の

一
般
会
計
・
４
特
別
会
計
補
正
予
算
、
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
常
勤
特
別

職
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
市
長
提
出
の
28
議
案
の
ほ
か
、
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
の
議
員
提
出
議
案
２
件
、
陳
情
11
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
審

議
の
結
果
、
議
案
28
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
、
議
員
提
出
議
案
２
件
を
可
決
し
、
陳
情
は
８

件
を
了
承
、
２
件
を
不
了
承
、
１
件
を
閉
会
中
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
閉
会
中
継
続

審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
１
件
を
了
承
と
し
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
５
件
を
可
決
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。
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▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

　
承
認
（
全
員
賛
成
）

　
平
成
29
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）
は
、
繰

越
明
許
費
の
設
定
に
つ
い
て
緊
急

を
要
し
専
決
処
分
を
行
っ
た
た

め
、
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
合
流
改
善

事
業
の
工
事
が
難
航
し
工
期
延
長

を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
工
事

作
業
中
に
事
故
が
発
生
し
、
年
度

内
に
完
了
す
る
見
込
み
が
な
い
こ

と
か
ら
、
繰
越
明
許
費
１
３
８
０

万
４
０
０
０
円
を
設
定
し
た
も
の

で
す
。

▼
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

　
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
…
原
案

　
可
決
（
賛
成
多
数
）

　
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
別
表

に
規
定
す
る
桜
逗
会
館
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
に

当
た
り
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

　
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
…
原
案

　
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
別
表

に
規
定
す
る
池
子
会
館
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
に

当
た
り
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

　
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
…
原
案

　
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
別
表

に
規
定
す
る
久
木
会
館
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
に

当
た
り
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原

　
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
住
所
地

特
例
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
改
正
の
必
要
が
あ
る

た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

　
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原

　
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
の
公
布
に
伴
い
改
正
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
逗
子
市
と
葉
山
町
と
の
可
燃
ご

　
み
の
焼
却
処
理
の
事
務
委
託
に

　
係
る
協
議
に
つ
い
て
…
原
案
可

　
決
（
全
員
賛
成
）

　
鎌
倉
市
及
び
葉
山
町
と
の
ご
み

処
理
の
広
域
連
携
の
覚
書
に
基
づ

き
平
成
29
年
７
月
か
ら
試
行
し
て

い
る
本
市
の
焼
却
施
設
で
の
葉
山

町
の
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理
に
つ

い
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
本
格

実
施
に
当
た
り
、
地
方
自
治
法
に

基
づ
く
事
務
委
託
を
受
け
る
た

め
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
葉
山
町
と
逗
子
市
と
の
し
尿
及

　
び
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
の
事
務

　
委
託
に
係
る
協
議
に
つ
い
て
…

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
鎌
倉
市
及
び
葉
山
町
と
の
ご
み

処
理
の
広
域
連
携
の
覚
書
に
基
づ

き
葉
山
町
の
処
理
施
設
で
本
市
の

し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の
共
同
処

理
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
地
方

自
治
法
に
基
づ
く
事
務
委
託
を
す

る
た
め
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
非
常
勤
特
別
職
職
員
の
報
酬
及

　
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可

　
決
（
全
員
賛
成
）

　
財
政
状
況
及
び
社
会
情
勢
等
を

鑑
み
、
報
酬
額
の
改
定
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
常
勤
特
別
職
職
員
の
給
与
及
び

　
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　
正
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
全

　
員
賛
成
）

　
緊
急
財
政
対
策
の
取
り
組
み
と

し
て
、
現
に
在
職
す
る
市
長
及
び

副
市
長
の
平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
退
職
手
当
に
つ

い
て
不
支
給
と
す
る
こ
と
に
伴

い
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提

案
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛

　
成
）

　
緊
急
財
政
対
策
の
取
り
組
み
と

し
、
一
般
職
職
員
の
給
与
を
減
額

す
る
こ
と
に
伴
い
改
正
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

　
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て
…
原
案
可

　
決
（
全
員
賛
成
）

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
居
宅
介

護
支
援
の
指
定
・
監
督
に
関
す
る

権
限
が
県
よ
り
移
譲
さ
れ
る
こ
と

か
ら
当
該
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
の
制
定
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
賛
成
多

　
数
）

　
第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

の
策
定
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
等

の
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提
案

す
る
も
の
で
す
。

▼
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛

　
成
）

　
都
市
公
園
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
公
園
施
設
の
建
築
面
積
の

基
準
の
特
例
の
追
加
及
び
運
動
施

設
の
敷
地
面
積
の
総
計
の
上
限
を

定
め
る
に
当
た
り
改
正
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛

　
成
）

　
公
営
住
宅
法
施
行
令
及
び
公
営

住
宅
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
引
用
条
文
の
整
理
を
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
す
る
も

の
で
す
。

▼
自
転
車
等
の
放
置
防
止
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
放
置
自
転
車
等
の
移
動
費
用
に

つ
い
て
、
費
用
負
担
適
正
化
の
観

点
か
ら
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た

め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
廃
棄
物
の
減
量
化
、
資
源
化
及

　
び
適
正
処
理
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可

　
決
（
賛
成
多
数
）

　
逗
子
市
、
鎌
倉
市
及
び
葉
山
町

の
２
市
１
町
に
お
け
る
ご
み
処
理

議
案
の
審
議
結
果

広
域
連
携
の
一
環
と
し
て
、
葉
山

町
の
既
存
施
設
で
本
市
の
し
尿
等

の
共
同
処
理
を
実
施
す
る
こ
と
に

伴
い
、
し
尿
の
収
集
・
運
搬
及
び

浄
化
槽
清
掃
の
許
可
制
へ
の
移
行

を
す
る
に
当
た
り
、
し
尿
処
理
及

び
浄
化
槽
清
掃
に
係
る
手
数
料
の

規
定
等
に
つ
い
て
、
改
正
の
必
要

が
あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で

す
。

▼
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
５
号
）
…
原
案
可
決
（
全

　
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
３
億
１
６
５
万
１
０
０

０
円
、
ふ
る
さ
と
基
金
積
立
金
２

５
８
７
万
円
、
平
成
28
年
度
の
障

害
者
医
療
費
国
庫
負
担
金
等
の
精

算
に
伴
い
障
が
い
者
支
援
事
務
費

１
９
３
２
万
円
、
逗
子
中
学
校
の

校
舎
外
壁
防
水
改
修
工
事
の
経
費

と
し
て
学
校
施
設
整
備
事
業
３
０

４
１
万
４
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
す
る
ほ
か
、
各
特
別
会
計
に

お
け
る
財
源
調
整
の
結
果
、
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
合
計
１
億
４
８

６
８
万
９
０
０
０
円
を
減
額
す
る

な
ど
、
歳
出
の
合
計
は
２
億
５
２

８
８
万
２
０
０
０
円
の
増
額
と
な

り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
財
産
収

入
、
寄
附
金
、
市
債
を
増
額
し
、

分
担
金
及
び
負
担
金
を
減
額
し
て

措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

予
算
現
額
は
１
９
９
億
１
９
４
８

万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
事

　
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　
号
）
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
医
療
費
の
増

加
に
伴
い
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
事
業
５
３
９
０
万
８
０
０
０
円

を
増
額
し
、
納
付
金
額
の
確
定
に

伴
い
後
期
高
齢
者
支
援
金
９
６
４

９
万
１
０
０
０
円
を
減
額
す
る
な

ど
、
歳
出
の
合
計
は
２
２
９
５
万

１
０
０
０
円
の
減
額
と
な
り
、
こ

れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
、
繰
越
金
を
増
額

し
、
療
養
給
付
費
等
交
付
金
、
前

期
高
齢
者
交
付
金
、
繰
入
金
を
減

額
し
て
措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
予
算
現
額
は
７
８
億
３
６

２
万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
１
号
）
…
原
案
可
決
（
全
員
賛

　
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
納
付
金
額
の

確
定
に
伴
い
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
納
付
金
９
６
７
３
万
９
０

０
０
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
こ

れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
繰
越
金
を
増
額

し
、
繰
入
金
を
減
額
し
て
措
置
す

る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
現

額
は
１
２
億
５
４
３
３
万
９
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
29
年
度
介
護
保
険
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
介
護
給
付
費

の
確
定
に
伴
い
介
護
保
険
事
業
運

営
基
金
積
立
金
２
億
５
４
９
４
万

６
０
０
０
円
を
増
額
す
る
な
ど
、

歳
出
の
合
計
は
３
億
２
９
２
１
万

５
０
０
０
円
の
増
額
と
な
り
、
こ

れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
、
支
払
基
金
交
付

金
、
繰
越
金
を
増
額
し
、
繰
入
金

を
減
額
し
て
措
置
す
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
予
算
現
額
は
７
３
億

６
３
３
８
万
３
０
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

▼
平
成
29
年
度
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
…

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
事
業
費
確
定

に
伴
い
管
路
長
寿
命
化
計
画
策
定

事
業
６
９
０
万
１
０
０
０
円
を
減

額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計
は
、

１
億
８
２
３
２
万
２
０
０
０
円
の

減
額
と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳

入
は
、
繰
越
金
、
諸
収
入
を
増
額

し
、
国
庫
支
出
金
、
繰
入
金
、
市

債
を
減
額
し
て
措
置
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
現
額
は
２

３
億
３
２
７
７
万
８
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

新年度予算など３０議案を可決
市長の施政方針・予算に対し６人の議員が質す

第１回定例会（２月６日～３月７日）



5 4ず し 市 議 会 だ よ り

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
の
選
任
に
つ
い
て
…
同
意
可

　
決
（
全
員
賛
成
）

　
氏
名
　
福
田
　
哲
氏[

新
任]

　
任
期
　
3
年

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
）

　
平
成
29
年
７
月
14
日
、新
宿
１
丁

目
民
営
駐
車
場
内
に
お
い
て
、
市

の
共
用
車
が
転
回
の
際
、
駐
車
し

て
い
た
車
両
に
接
触
し
破
損
さ
せ

た
も
の
で
、
損
害
賠
償
額
２
３
万

５
８
０
７
円
で
賠
償
の
相
手
方
と

示
談
が
成
立
し
た
た
め
、
専
決
処

分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原

　
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
田
中
英
一
郎
議
員
ほ
か
８
名
か

ら
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
市
議
会

議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
に
よ
り
定
数
が
１
人
減
少

す
る
こ
と
に
伴
い
、
常
任
委
員
会

等
の
定
数
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

▼
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可

　
決
（
賛
成
多
数
）

　
岩
室
年
治
議
員
ほ
か
３
名
か
ら

提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
財
政
状
況

を
鑑
み
料
金
の
適
正
化
を
図
る
た

め
第
一
運
動
公
園
及
び
小
坪
飯
島

公
園
水
泳
プ
ー
ル
の
市
外
の
大
人

料
金
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
２
月
５
日
付
け
で
、

毛
呂
武
史
議
員
か
ら
菊
池
俊
一
議

長
に
、
議
員
を
辞
職
し
た
い
旨
の

願
い
出
が
あ
り
、
議
長
は
同
日
付

け
で
、
こ
れ
を
許
可
し
ま
し
た
。

▼
神
奈
川
県
に
私
学
助
成
の
拡
充

　
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

　
め
る
陳
情

　
神
奈
川
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
代
表
　
長
谷
川
正
利
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
神
奈
川
県

の
私
立
学
校
の
生
徒
１
人
当
た
り

の
経
常
費
補
助
は
国
基
準
以
下
で

あ
り
全
て
の
校
種
で
全
国
最
下
位

の
水
準
で
あ
る
。
ま
た
、
高
学
費

が
原
因
で
私
立
高
等
学
校
を
選
択

で
き
ず
公
立
中
学
校
卒
業
生
の
全

日
制
高
校
進
学
率
に
お
い
て
も
高

い
と
は
言
え
な
い
水
準
が
続
い
て

い
る
。
県
に
お
い
て
は
、
私
学
助

成
の
抜
本
的
な
改
善
に
よ
っ
て
、

私
学
経
営
の
安
定
を
図
り
、
保
護

者
の
学
費
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

が
急
務
と
考
え
る
。
県
知
事
に
対

し
て
、
憲
法
、
教
育
基
本
法
、
子

ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
に
基
づ

き
、
平
成
30
年
度
予
算
に
お
い
て

私
学
助
成
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う

切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
国
に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る

　
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
神
奈
川
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
代
表
　
長
谷
川
正
利
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
私
学
に
通

う
生
徒
・
保
護
者
の
学
費
負
担
の

軽
減
と
私
学
教
育
本
来
の
よ
さ
を

一
層
発
揮
さ
せ
る
教
育
条
件
の
維

持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
私
立
高

校
生
へ
の
就
学
支
援
金
制
度
と
私

▼
監
査
委
員
「
議
員
枠
」
廃
止
に

　
関
す
る
陳
情

　
工
藤
純
一
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
現
行
制
度
で
は
、
全

て
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、

議
員
選
出
監
査
委
員
を
選
任
す
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、

平
成
30
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

る
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
法
で

は
、
監
査
体
制
を
見
直
し
、
地
方

公
共
団
体
の
判
断
に
よ
り
、
議
員

選
出
監
査
委
員
を
選
任
し
な
い
こ

と
も
選
択
肢
と
し
て
認
め
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
議
員
枠
の
監
査
委
員
の
廃

止
を
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
浴
場
の
一

　
日
も
早
い
再
開
と
土
曜
閉
館
の

　
撤
回
を
求
め
る
陳
情

　
全
日
本
年
金
者
組
合
逗
子
葉
山

支
部
長
　
渡
辺
勝
美
さ
ん
か
ら
提

出
さ
れ
た
も
の
で
、
元
気
な
高
齢

者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
国

や
地
方
の
施
策
に
お
い
て
重
要
課

題
で
あ
り
、
こ
の
た
び
の
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
の
後
退
は
残
念
で
あ

る
。
浴
場
を
一
日
も
早
く
再
開

し
、
土
曜
閉
館
は
実
施
し
な
い
よ

う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
浴
場
早
期

　
再
開
を
求
め
る
陳
情

　
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
浴
場
早
期

再
開
を
求
め
る
家
族
の
会
代
表

黒
須
三
男
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た

も
の
で
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
浴

場
は
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
と
と
も
に
暮
ら
す
家
族
に

と
っ
て
も
大
切
な
場
所
で
あ
る
た

め
、
早
期
再
開
を
切
望
す
る
、
と

い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
了
承
と
な
り
ま
し

た
。

▼
「
逗
子
市
立
図
書
館
の
開
館
日

　
と
開
館
時
間
の
短
縮
」
方
針
の

　
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

　
逗
子
図
書
館
問
題
研
究
会
代
表

小
保
方
美
江
子
さ
ん
外
３
４
５
名

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
図
書

館
の
開
館
日
を
従
来
ど
お
り
と

し
、
閉
館
時
間
に
つ
い
て
も
、
18

時
と
し
た
場
合
、
遠
距
離
通
勤
の

会
社
員
や
学
生
が
利
用
者
枠
か
ら

排
除
さ
れ
る
た
め
、
週
の
半
分
は

従
来
ど
お
り
の
閉
館
時
間
と
す
る

等
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
切
望

す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
「
逗
子
市
立
図
書
館
の
開
館

　
日
、
開
館
時
間
削
減
に
関
す

　
る
」
陳
情

　
私
た
ち
の
図
書
館
を
考
え
る

会
・
逗
子
代
表
　
長
谷
川
静
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
全
て

の
市
民
に
、
等
し
く
図
書
館
利
用

の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
は
公
の

責
任
で
あ
り
、
市
の
人
口
維
持
を

求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
近
隣
他
市

と
横
並
び
で
は
な
く
、
本
市
独
自

の
施
策
が
必
要
で
あ
る
。
財
政
難

で
あ
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、
図

書
館
の
開
館
日
、
時
間
を
削
減
す

る
こ
と
な
く
、
現
在
と
同
様
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
逗
子
市
財
政
に
お
け
る
余
剰
金

　
の
積
み
立
て
に
関
す
る
陳
情

　
工
藤
純
一
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
地
方
財
政
法
第
７
条

第
１
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
決
算

余
剰
金
の
積
立
が
で
き
な
か
っ
た

理
由
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
改
善

を
行
政
に
求
め
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

議
員
提
出
議
案
の

審

議

結

果

学
へ
の
経
常
費
助
成
補
助
の
大
幅

拡
充
は
、
強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
憲
法
、
教
育
基
本

法
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念

に
基
づ
き
、
公
私
の
学
費
格
差
を

更
に
改
善
し
、
全
て
の
子
供
た
ち

に
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、

私
学
助
成
の
一
層
の
充
実
を
図
る

よ
う
、
国
に
対
し
て
意
見
書
の
提

出
す
る
よ
う
を
切
望
す
る
、
と
い

う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

な
し
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
（
仮
称
）
逗
子
三
丁
目
店
新
築
工

　
事
（
ロ
ー
ソ
ン
建
築
）
に
関
す

　
る
陳
情

　
逗
子
三
丁
目
防
災
の
会
・
周
辺

関
係
住
民
代
表
者
　
塩
田
実
さ
ん

外
93
名
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の

で
、
逗
子
３
丁
目
に
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
新
店
舗
建
築
工
事

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
建
築
予
定

地
は
住
宅
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ

る
た
め
周
辺
住
民
は
突
然
の
事
業

計
画
に
不
安
が
募
っ
て
お
り
、
法

令
の
適
合
性
に
つ
い
て
も
疑
問
が

あ
る
た
め
①
事
業
計
画
書
に
お
け

る
接
道
及
び
事
業
用
地
部
分
の
、

法
令
と
の
適
合
性
②
駐
車
に
お
け

る
、
歩
行
者
等
へ
の
安
全
対
策
③

市
内
に
お
け
る
、
必
要
以
上
の
無

秩
序
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

建
築
に
対
し
て
の
市
の
見
解
。
以

上
の
項
目
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う

切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
家
庭
教
育
支
援
法
の
制
定
を
求

　
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳

　
情

　
家
庭
教
育
を
推
進
す
る
神
奈
川

県
民
の
会
代
表
　
近
藤
正
栄
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
家
庭
教
育
支

援
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
す
る
よ
う
切
望
す
る
、
と
い

う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
２
１
０
０
名
以
上
の
賛
同
署
名

　
に
基
づ
く
浪
子
不
動
周
辺
の
自

　
然
お
よ
び
景
観
保
全
に
つ
い
て

　
の
陳
情

　
逗
子
市
新
宿
自
治
会
会
長
　
石

井
康
生
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
も

の
で
、
浪
子
不
動
周
辺
の
自
然
景

観
を
一
変
さ
せ
る
開
発
計
画
が
、

市
の
関
係
条
例
に
基
づ
き
手
続
き

中
で
あ
る
。
計
画
地
は
市
街
化

調
整
区
域
、
第
１
種
風
致
地
区
等

の
規
制
が
幾
重
に
も
か
け
ら
れ
た

逗
子
市
の
代
表
的
な
景
勝
地
で
あ

り
、
自
然
と
景
観
を
保
全
す
る
よ

う
署
名
簿
を
添
え
た
要
望
書
を
市

へ
提
出
し
て
い
る
が
、
市
か
ら

は
、
条
例
手
続
き
中
で
あ
る
こ
と

や
既
存
宅
地
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
、
明
確
な
回
答
が
な
い
。
今
回

の
計
画
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る

市
の
方
針
に
対
し
議
会
と
し
て
警

鐘
を
な
ら
す
よ
う
、
決
議
の
提
出

を
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
閉
会

中
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

市議会第１回定例会日程概要
全員協議会（予算大綱説明）
議会運営委員会（議事日程等協議）
本会議（第1日）教育委員会委員の紹介、会期を３月１
日までの24日間と決定、平成30年度施政方針・予算提案
説明、議員提出議案の採決
全員協議会（議会運営委員会決定事項報告、市長報告）
本会議（第２日）一部議案の採決、議案等委員会付託、
平成30年度施政方針・予算に対する代表質問
本会議（第３日）平成30年度施政方針・予算に対する
代表質問・質問、予算特別委員会の設置及び委員の選
任並びに平成30年度予算の付託、陳情の委員会付託
予算特別委員会（正副委員長の互選等）
議会運営委員会（陳情の審査・採決）
教育民生常任委員会（議案・陳情の審査・採決）
総務常任委員会（議案・陳情の審査・採決）
予算特別委員会（２分科会）
予算特別委員会（２分科会）
予算特別委員会（総括質疑・採決）
基地対策特別委員会（調査)
総合的病院に関する特別委員会（調査）
議会運営委員会（追加案件協議）
本会議（第４日）会期を３月７日まで６日間延長、議案
の委員長報告・採決、追加議案委員会付託、追加議案・意見
書案の採決、陳情審査の結果報告、陳情の取下げ
総務常任委員会（議員提出議案の審査・採決）
全員協議会（市長報告）
本会議（第5日）議案の委員長報告・採決、結論が出
なかった陳情の閉会中継続審査了承

1月30日
31日

2月 6日

13日

14日

15日
16日
19日
20日
22日
23日
26日
28日

3月 1日

3月 7日

平成30年 4月１2日　　第１４１号平成30年 4月１2日　　

人

　事

　案

　件

報

　告

　事

　項

毛
呂
武
史
議
員
が
辞
職

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果
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▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
の
選
任
に
つ
い
て
…
同
意
可

　
決
（
全
員
賛
成
）

　
氏
名
　
福
田
　
哲
氏[

新
任]

　
任
期
　
3
年

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
）

　
平
成
29
年
７
月
14
日
、新
宿
１
丁

目
民
営
駐
車
場
内
に
お
い
て
、
市

の
共
用
車
が
転
回
の
際
、
駐
車
し

て
い
た
車
両
に
接
触
し
破
損
さ
せ

た
も
の
で
、
損
害
賠
償
額
２
３
万

５
８
０
７
円
で
賠
償
の
相
手
方
と

示
談
が
成
立
し
た
た
め
、
専
決
処

分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原

　
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
田
中
英
一
郎
議
員
ほ
か
８
名
か

ら
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
市
議
会

議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
に
よ
り
定
数
が
１
人
減
少

す
る
こ
と
に
伴
い
、
常
任
委
員
会

等
の
定
数
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

▼
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可

　
決
（
賛
成
多
数
）

　
岩
室
年
治
議
員
ほ
か
３
名
か
ら

提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
財
政
状
況

を
鑑
み
料
金
の
適
正
化
を
図
る
た

め
第
一
運
動
公
園
及
び
小
坪
飯
島

公
園
水
泳
プ
ー
ル
の
市
外
の
大
人

料
金
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
２
月
５
日
付
け
で
、

毛
呂
武
史
議
員
か
ら
菊
池
俊
一
議

長
に
、
議
員
を
辞
職
し
た
い
旨
の

願
い
出
が
あ
り
、
議
長
は
同
日
付

け
で
、
こ
れ
を
許
可
し
ま
し
た
。

▼
神
奈
川
県
に
私
学
助
成
の
拡
充

　
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

　
め
る
陳
情

　
神
奈
川
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
代
表
　
長
谷
川
正
利
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
神
奈
川
県

の
私
立
学
校
の
生
徒
１
人
当
た
り

の
経
常
費
補
助
は
国
基
準
以
下
で

あ
り
全
て
の
校
種
で
全
国
最
下
位

の
水
準
で
あ
る
。
ま
た
、
高
学
費

が
原
因
で
私
立
高
等
学
校
を
選
択

で
き
ず
公
立
中
学
校
卒
業
生
の
全

日
制
高
校
進
学
率
に
お
い
て
も
高

い
と
は
言
え
な
い
水
準
が
続
い
て

い
る
。
県
に
お
い
て
は
、
私
学
助

成
の
抜
本
的
な
改
善
に
よ
っ
て
、

私
学
経
営
の
安
定
を
図
り
、
保
護

者
の
学
費
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

が
急
務
と
考
え
る
。
県
知
事
に
対

し
て
、
憲
法
、
教
育
基
本
法
、
子

ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
に
基
づ

き
、
平
成
30
年
度
予
算
に
お
い
て

私
学
助
成
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う

切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
国
に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る

　
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
神
奈
川
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
代
表
　
長
谷
川
正
利
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
私
学
に
通

う
生
徒
・
保
護
者
の
学
費
負
担
の

軽
減
と
私
学
教
育
本
来
の
よ
さ
を

一
層
発
揮
さ
せ
る
教
育
条
件
の
維

持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
私
立
高

校
生
へ
の
就
学
支
援
金
制
度
と
私

▼
監
査
委
員
「
議
員
枠
」
廃
止
に

　
関
す
る
陳
情

　
工
藤
純
一
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
現
行
制
度
で
は
、
全

て
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、

議
員
選
出
監
査
委
員
を
選
任
す
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、

平
成
30
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

る
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
法
で

は
、
監
査
体
制
を
見
直
し
、
地
方

公
共
団
体
の
判
断
に
よ
り
、
議
員

選
出
監
査
委
員
を
選
任
し
な
い
こ

と
も
選
択
肢
と
し
て
認
め
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
議
員
枠
の
監
査
委
員
の
廃

止
を
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
浴
場
の
一

　
日
も
早
い
再
開
と
土
曜
閉
館
の

　
撤
回
を
求
め
る
陳
情

　
全
日
本
年
金
者
組
合
逗
子
葉
山

支
部
長
　
渡
辺
勝
美
さ
ん
か
ら
提

出
さ
れ
た
も
の
で
、
元
気
な
高
齢

者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
国

や
地
方
の
施
策
に
お
い
て
重
要
課

題
で
あ
り
、
こ
の
た
び
の
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
の
後
退
は
残
念
で
あ

る
。
浴
場
を
一
日
も
早
く
再
開

し
、
土
曜
閉
館
は
実
施
し
な
い
よ

う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
浴
場
早
期

　
再
開
を
求
め
る
陳
情

　
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
浴
場
早
期

再
開
を
求
め
る
家
族
の
会
代
表

黒
須
三
男
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た

も
の
で
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
浴

場
は
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
と
と
も
に
暮
ら
す
家
族
に

と
っ
て
も
大
切
な
場
所
で
あ
る
た

め
、
早
期
再
開
を
切
望
す
る
、
と

い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
了
承
と
な
り
ま
し

た
。

▼
「
逗
子
市
立
図
書
館
の
開
館
日

　
と
開
館
時
間
の
短
縮
」
方
針
の

　
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

　
逗
子
図
書
館
問
題
研
究
会
代
表

小
保
方
美
江
子
さ
ん
外
３
４
５
名

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
図
書

館
の
開
館
日
を
従
来
ど
お
り
と

し
、
閉
館
時
間
に
つ
い
て
も
、
18

時
と
し
た
場
合
、
遠
距
離
通
勤
の

会
社
員
や
学
生
が
利
用
者
枠
か
ら

排
除
さ
れ
る
た
め
、
週
の
半
分
は

従
来
ど
お
り
の
閉
館
時
間
と
す
る

等
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
切
望

す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
「
逗
子
市
立
図
書
館
の
開
館

　
日
、
開
館
時
間
削
減
に
関
す

　
る
」
陳
情

　
私
た
ち
の
図
書
館
を
考
え
る

会
・
逗
子
代
表
　
長
谷
川
静
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
全
て

の
市
民
に
、
等
し
く
図
書
館
利
用

の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
は
公
の

責
任
で
あ
り
、
市
の
人
口
維
持
を

求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
近
隣
他
市

と
横
並
び
で
は
な
く
、
本
市
独
自

の
施
策
が
必
要
で
あ
る
。
財
政
難

で
あ
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、
図

書
館
の
開
館
日
、
時
間
を
削
減
す

る
こ
と
な
く
、
現
在
と
同
様
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
逗
子
市
財
政
に
お
け
る
余
剰
金

　
の
積
み
立
て
に
関
す
る
陳
情

　
工
藤
純
一
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
地
方
財
政
法
第
７
条

第
１
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
決
算

余
剰
金
の
積
立
が
で
き
な
か
っ
た

理
由
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
改
善

を
行
政
に
求
め
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

議
員
提
出
議
案
の

審

議

結

果

学
へ
の
経
常
費
助
成
補
助
の
大
幅

拡
充
は
、
強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
憲
法
、
教
育
基
本

法
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念

に
基
づ
き
、
公
私
の
学
費
格
差
を

更
に
改
善
し
、
全
て
の
子
供
た
ち

に
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、

私
学
助
成
の
一
層
の
充
実
を
図
る

よ
う
、
国
に
対
し
て
意
見
書
の
提

出
す
る
よ
う
を
切
望
す
る
、
と
い

う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

な
し
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
（
仮
称
）
逗
子
三
丁
目
店
新
築
工

　
事
（
ロ
ー
ソ
ン
建
築
）
に
関
す

　
る
陳
情

　
逗
子
三
丁
目
防
災
の
会
・
周
辺

関
係
住
民
代
表
者
　
塩
田
実
さ
ん

外
93
名
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の

で
、
逗
子
３
丁
目
に
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
新
店
舗
建
築
工
事

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
建
築
予
定

地
は
住
宅
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ

る
た
め
周
辺
住
民
は
突
然
の
事
業

計
画
に
不
安
が
募
っ
て
お
り
、
法

令
の
適
合
性
に
つ
い
て
も
疑
問
が

あ
る
た
め
①
事
業
計
画
書
に
お
け

る
接
道
及
び
事
業
用
地
部
分
の
、

法
令
と
の
適
合
性
②
駐
車
に
お
け

る
、
歩
行
者
等
へ
の
安
全
対
策
③

市
内
に
お
け
る
、
必
要
以
上
の
無

秩
序
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

建
築
に
対
し
て
の
市
の
見
解
。
以

上
の
項
目
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う

切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
家
庭
教
育
支
援
法
の
制
定
を
求

　
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳

　
情

　
家
庭
教
育
を
推
進
す
る
神
奈
川

県
民
の
会
代
表
　
近
藤
正
栄
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
家
庭
教
育
支

援
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
す
る
よ
う
切
望
す
る
、
と
い

う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
２
１
０
０
名
以
上
の
賛
同
署
名

　
に
基
づ
く
浪
子
不
動
周
辺
の
自

　
然
お
よ
び
景
観
保
全
に
つ
い
て

　
の
陳
情

　
逗
子
市
新
宿
自
治
会
会
長
　
石

井
康
生
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
も

の
で
、
浪
子
不
動
周
辺
の
自
然
景

観
を
一
変
さ
せ
る
開
発
計
画
が
、

市
の
関
係
条
例
に
基
づ
き
手
続
き

中
で
あ
る
。
計
画
地
は
市
街
化

調
整
区
域
、
第
１
種
風
致
地
区
等

の
規
制
が
幾
重
に
も
か
け
ら
れ
た

逗
子
市
の
代
表
的
な
景
勝
地
で
あ

り
、
自
然
と
景
観
を
保
全
す
る
よ

う
署
名
簿
を
添
え
た
要
望
書
を
市

へ
提
出
し
て
い
る
が
、
市
か
ら

は
、
条
例
手
続
き
中
で
あ
る
こ
と

や
既
存
宅
地
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
、
明
確
な
回
答
が
な
い
。
今
回

の
計
画
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る

市
の
方
針
に
対
し
議
会
と
し
て
警

鐘
を
な
ら
す
よ
う
、
決
議
の
提
出

を
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
閉
会

中
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

市議会第１回定例会日程概要
全員協議会（予算大綱説明）
議会運営委員会（議事日程等協議）
本会議（第1日）教育委員会委員の紹介、会期を３月１
日までの24日間と決定、平成30年度施政方針・予算提案
説明、議員提出議案の採決
全員協議会（議会運営委員会決定事項報告、市長報告）
本会議（第２日）一部議案の採決、議案等委員会付託、
平成30年度施政方針・予算に対する代表質問
本会議（第３日）平成30年度施政方針・予算に対する
代表質問・質問、予算特別委員会の設置及び委員の選
任並びに平成30年度予算の付託、陳情の委員会付託
予算特別委員会（正副委員長の互選等）
議会運営委員会（陳情の審査・採決）
教育民生常任委員会（議案・陳情の審査・採決）
総務常任委員会（議案・陳情の審査・採決）
予算特別委員会（２分科会）
予算特別委員会（２分科会）
予算特別委員会（総括質疑・採決）
基地対策特別委員会（調査)
総合的病院に関する特別委員会（調査）
議会運営委員会（追加案件協議）
本会議（第４日）会期を３月７日まで６日間延長、議案
の委員長報告・採決、追加議案委員会付託、追加議案・意見
書案の採決、陳情審査の結果報告、陳情の取下げ
総務常任委員会（議員提出議案の審査・採決）
全員協議会（市長報告）
本会議（第5日）議案の委員長報告・採決、結論が出
なかった陳情の閉会中継続審査了承

1月30日
31日

2月 6日

13日

14日

15日
16日
19日
20日
22日
23日
26日
28日

3月 1日

3月 7日

平成30年 4月１2日　　平成30年 4月１2日　　第１４１号

人

　事

　案

　件

報

　告

　事

　項

毛
呂
武
史
議
員
が
辞
職

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果
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▼
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
…

　
原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
１
８

２
億
２
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
比
５
・
３
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
事

　
業
特
別
会
計
予
算
…
原
案
可
決

　（
賛
成
多
数
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
６
６

億
７
０
３
０
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
比
13
・
５
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　
事
業
特
別
会
計
予
算
…
原
案
可

　
決
（
賛
成
多
数
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
１
２

億
３
４
６
０
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
比
６
・
７
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
平
成
30
年
度
介
護
保
険
事
業
特

　
別
会
計
予
算
…
原
案
可
決
（
賛

　
成
多
数
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
６
４

億
４
５
１
０
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
比
８
・
４
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
平
成
30
年
度
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計
予
算
…
原
案
可
決
（
賛
成

　
多
数
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
１
３

億
６
６
９
０
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
比
45
・
７
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
２
月
14
日
の
本
会
議
で
議
長
を

除
く
委
員
15
名
で
構
成
す
る
予
算

特
別
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
、

委
員
の
選
任
、
平
成
30
年
度
一
般

会
計
予
算
案
及
び
４
特
別
会
計
予

算
案
の
付
託
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
会
議
終
了
後
、
本
特
別
委
員

会
を
開
会
し
、
正
副
委
員
長
の
互

選
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

　
委
員
長
　
　
髙
野
　
毅
委
員

　
副
委
員
長
　
橋
爪
明
子
委
員

を
選
任
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
経
過

　
本
特
別
委
員
会
は
、
２
月
19
日
、

20
日
に
総
務
及
び
教
育
民
生
の
各

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
を
分
担

し
た
分
科
会
で
詳
細
な
審
査
を
行

い
、
22
日
に
は
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
及
び
関
係
職
員
が
出
席

し
、
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
は
会
派
ご
と
に
、
議
員
１
人

当
た
り
15
分
の
持
ち
時
間
で
、
全

会
計
全
般
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
質
疑
終
了
後
、
採
決
を
行
い

ま
し
た
。
表
決
の
結
果
、
一
般
会

計
予
算
案
並
び
に
４
特
別
会
計
予

算
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
を
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
３
月
１
日
の
本
会
議
に
お
い
て

行
わ
れ
た
当
初
予
算
案
に
対
す
る

賛
成
・
反
対
の
意
見
は
、
概
ね
次

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

▼
一
般
会
計
予
算
に
反
対
し
、
４

　
特
別
会
計
予
算
の
全
て
の
予
算
に

　
賛
成
の
立
場

　
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
緊

急
財
政
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り

約
２
億
６
千
万
円
も
の
事
業
費
が

削
減
さ
れ
、
市
民
生
活
に
多
大
な

影
響
が
見
込
ま
れ
る
。
特
に
、
子

育
て
施
策
は
顕
著
で
あ
り
、
プ
ー

ル
券
の
子
ど
も
無
料
券
の
廃
止
、

子
ど
も
の
居
場
所
で
も
あ
る
ふ
れ

あ
い
ス
ク
ー
ル
の
土
曜
日
閉
館
、

児
童
の
登
下
校
の
安
全
確
保
の
た

め
の
交
通
指
導
員
も
削
減
さ
れ

た
。
ま
た
、
図
書
館
の
平
日
開
館

時
間
の
短
縮
は
学
生
の
勉
学
の
場

を
奪
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
厳
し

い
財
政
状
況
で
事
業
見
直
し
は
理

解
す
る
が
、
今
後
少
子
高
齢
化
が

進
み
市
税
収
入
の
増
加
が
見
込
め

ず
、
子
育
て
世
代
の
移
住
促
進
を

加
速
す
る
中
、
こ
の
よ
う
に
子
育

て
施
策
に
影
響
が
大
き
い
30
年
度

予
算
は
認
め
ら
れ
な
い
。

▼
一
般
会
計
予
算
並
び
に
４
特
別

　
会
計
予
算
の
全
て
の
予
算
に
賛
成

　
の
立
場

　
財
政
再
建
の
確
立
は
急
務
で
あ

り
、
30
年
度
予
算
に
一
定
の
評
価

は
す
る
が
、
新
た
な
歳
入
へ
の
取

り
組
み
、
市
民
理
解
の
不
足
等
、

懸
念
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
、
迅
速
か
つ
誠
実
な
解
決
を
求

め
る
。

▼
一
般
会
計
予
算
並
び
に
４
特
別

　
会
計
予
算
の
全
て
の
予
算
に
賛
成

　
の
立
場

　
30
年
度
予
算
の
執
行
に
当
た

り
、
歳
入
の
増
加
や
事
業
の
工
夫

等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、
市
民

生
活
に
直
結
す
る
事
業
の
復
活
、

新
た
な
活
性
化
事
業
の
充
実
な

ど
、
逗
子
の
未
来
に
向
け
、
検
討

す
る
よ
う
求
め
る
。

議
案
の
審
議
結
果

予
算
特
別
委
員
会

当
初
予
算
案
に
対
す

る
本
会
議
で
の
討
論

（単位：千円）平成 30 年度当初予算額

一 般 会 計  一 般 会 計  

特 別 会 計

18,227,000一 般 会 計  18,227,000一 般 会 計  
15,716,900

6,670,300

1,234,600

6,445,100

1,366,900

33,943,900

19,256,031

18,425,200

7,715,000

1,157,600

7,037,500

2,515,100

37,681,231

△ 1,029,031

△ 2,708,300

△ 1,044,700

77,000

△ 592,400

△ 1,148,200

△ 3,737,331

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介 護 保 険 事 業

下 水 道 事 業
合　　　計

会　　計　　別 平成30年度 平成29年度 比　　較 伸　　率
△ 5.3%

△ 14.7%

△ 13.5%

6.7%

△ 8.4%

△ 45.7%

△ 9.9%

4,542,562
（24.9%）

4,126,067
（22.7%）

1,881,120
（10.3%）

3,057,912
（16.8%）

2,855,674
（15.7%）

764,615
（4.1%）

10,549,749（57.9%） 6,678,201（36.6%）

人件費 扶助費 物件費 繰出金

その他

公債費

義務的経費 その他経費

性質別歳出
（単位：千円）

投資的経費
999,050（5.5%）

（単位：千円）

民生費

総務費教育費

公債費

衛生費

土木費

市税

国庫支出金

市債

地方交付税

県支出金

その他

9,203,245
（50.5%）

2,327,900
（12.8%）

1,550,600
（8.5%）

1,167,000
（6.4%）

1,032,437
（5.7%）

2,945,818
（16.1%）

その他
1,346,225
（7.4%）

1,731,186
（9.5%）

7,923,895
（43.5%）

1,690,520
（9.3%）

1,881,120
（10.3%）

1,387,367
（7.6%） 2,266,687

（12.4%）

歳入

自主財源 10,733,063（
58.8%

）

依存財
源 

7,4
93
,9
37
（
41
.2%

）

歳出

平成30年度
一
般
会
計
・４
特
別
会
計
予
算
案
を
可
決
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▼
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
…

　
原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
１
８

２
億
２
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
比
５
・
３
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
事

　
業
特
別
会
計
予
算
…
原
案
可
決

　（
賛
成
多
数
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
６
６

億
７
０
３
０
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
比
13
・
５
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　
事
業
特
別
会
計
予
算
…
原
案
可

　
決
（
賛
成
多
数
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
１
２

億
３
４
６
０
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
比
６
・
７
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
平
成
30
年
度
介
護
保
険
事
業
特

　
別
会
計
予
算
…
原
案
可
決
（
賛

　
成
多
数
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
６
４

億
４
５
１
０
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
比
８
・
４
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
平
成
30
年
度
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計
予
算
…
原
案
可
決
（
賛
成

　
多
数
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
１
３

億
６
６
９
０
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
比
45
・
７
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
２
月
14
日
の
本
会
議
で
議
長
を

除
く
委
員
15
名
で
構
成
す
る
予
算

特
別
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
、

委
員
の
選
任
、
平
成
30
年
度
一
般

会
計
予
算
案
及
び
４
特
別
会
計
予

算
案
の
付
託
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
会
議
終
了
後
、
本
特
別
委
員

会
を
開
会
し
、
正
副
委
員
長
の
互

選
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

　
委
員
長
　
　
髙
野
　
毅
委
員

　
副
委
員
長
　
橋
爪
明
子
委
員

を
選
任
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
経
過

　
本
特
別
委
員
会
は
、
２
月
19
日
、

20
日
に
総
務
及
び
教
育
民
生
の
各

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
を
分
担

し
た
分
科
会
で
詳
細
な
審
査
を
行

い
、
22
日
に
は
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
及
び
関
係
職
員
が
出
席

し
、
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
は
会
派
ご
と
に
、
議
員
１
人

当
た
り
15
分
の
持
ち
時
間
で
、
全

会
計
全
般
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
質
疑
終
了
後
、
採
決
を
行
い

ま
し
た
。
表
決
の
結
果
、
一
般
会

計
予
算
案
並
び
に
４
特
別
会
計
予

算
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
を
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
３
月
１
日
の
本
会
議
に
お
い
て

行
わ
れ
た
当
初
予
算
案
に
対
す
る

賛
成
・
反
対
の
意
見
は
、
概
ね
次

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

▼
一
般
会
計
予
算
に
反
対
し
、
４

　
特
別
会
計
予
算
の
全
て
の
予
算
に

　
賛
成
の
立
場

　
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
緊

急
財
政
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り

約
２
億
６
千
万
円
も
の
事
業
費
が

削
減
さ
れ
、
市
民
生
活
に
多
大
な

影
響
が
見
込
ま
れ
る
。
特
に
、
子

育
て
施
策
は
顕
著
で
あ
り
、
プ
ー

ル
券
の
子
ど
も
無
料
券
の
廃
止
、

子
ど
も
の
居
場
所
で
も
あ
る
ふ
れ

あ
い
ス
ク
ー
ル
の
土
曜
日
閉
館
、

児
童
の
登
下
校
の
安
全
確
保
の
た

め
の
交
通
指
導
員
も
削
減
さ
れ

た
。
ま
た
、
図
書
館
の
平
日
開
館

時
間
の
短
縮
は
学
生
の
勉
学
の
場

を
奪
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
厳
し

い
財
政
状
況
で
事
業
見
直
し
は
理

解
す
る
が
、
今
後
少
子
高
齢
化
が

進
み
市
税
収
入
の
増
加
が
見
込
め

ず
、
子
育
て
世
代
の
移
住
促
進
を

加
速
す
る
中
、
こ
の
よ
う
に
子
育

て
施
策
に
影
響
が
大
き
い
30
年
度

予
算
は
認
め
ら
れ
な
い
。

▼
一
般
会
計
予
算
並
び
に
４
特
別

　
会
計
予
算
の
全
て
の
予
算
に
賛
成

　
の
立
場

　
財
政
再
建
の
確
立
は
急
務
で
あ

り
、
30
年
度
予
算
に
一
定
の
評
価

は
す
る
が
、
新
た
な
歳
入
へ
の
取

り
組
み
、
市
民
理
解
の
不
足
等
、

懸
念
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
、
迅
速
か
つ
誠
実
な
解
決
を
求

め
る
。

▼
一
般
会
計
予
算
並
び
に
４
特
別

　
会
計
予
算
の
全
て
の
予
算
に
賛
成

　
の
立
場

　
30
年
度
予
算
の
執
行
に
当
た

り
、
歳
入
の
増
加
や
事
業
の
工
夫

等
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
、
市
民

生
活
に
直
結
す
る
事
業
の
復
活
、

新
た
な
活
性
化
事
業
の
充
実
な

ど
、
逗
子
の
未
来
に
向
け
、
検
討

す
る
よ
う
求
め
る
。

議
案
の
審
議
結
果

予
算
特
別
委
員
会

当
初
予
算
案
に
対
す

る
本
会
議
で
の
討
論

平成 30 年度当初予算額

182億2700万円平成30年度　一般会計予算

下の円グラフは、歳出の中身を民生費、総務費、教育費など行政目的別に分類したもの

で、一番下の帯グラフは、義務的経費（人件費、扶助費、公債費）、投資的経費、その他経

費のように性質別に分類したものです。

4,542,562
（24.9%）

4,126,067
（22.7%）

1,881,120
（10.3%）

3,057,912
（16.8%）

2,855,674
（15.7%）

764,615
（4.1%）

10,549,749（57.9%） 6,678,201（36.6%）

人件費 扶助費 物件費 繰出金

その他

公債費

義務的経費 その他経費

性質別歳出
（単位：千円）

投資的経費
999,050（5.5%）

（単位：千円）

民生費

総務費教育費

公債費

衛生費

土木費

市税

国庫支出金

市債

地方交付税

県支出金

その他

9,203,245
（50.5%）

2,327,900
（12.8%）

1,550,600
（8.5%）

1,167,000
（6.4%）

1,032,437
（5.7%）

2,945,818
（16.1%）

その他
1,346,225
（7.4%）

1,731,186
（9.5%）

7,923,895
（43.5%）

1,690,520
（9.3%）

1,881,120
（10.3%）

1,387,367
（7.6%） 2,266,687

（12.4%）

歳入

自主財源 10,733,063（
58.8%

）

依存財
源 

7,4
93
,9
37
（
41
.2%

）

歳出

平成30年度
一
般
会
計
・４
特
別
会
計
予
算
案
を
可
決
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大
地
震
発
生
時
の

下
水
道
処
理
対
応
は

問

　浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
が

津
波
な
ど
で
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
る
の
か
。
例
え

ば
、
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
を
確

保
し
、
他
の
処
理
施
設
と
契

約
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

環
境
都
市
部
長

　津
波
に
よ

り
、
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
の

あ
ら
ゆ
る
開
口
部
分
に
海
水

が
流
入
し
運
転
を
司
る
水
処

理
機
能
は
完
全
に
失
わ
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
ず

は
人
命
を
最
優
先
と
し
な
が

ら
、
業
務
の
復
旧
に
当
た
り

た
い
。
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

は
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、

移
転
を
含
め
た
津
波
対
策
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

小
坪
小
学
校
横
の
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
対
策
を

問

　小
坪
小
学
校
横
に
急
傾

斜
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
防

災
行
政
無
線
が
設
置
さ
れ
、

避
難
所
と
な
る
体
育
館
も
あ

る
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
上
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
当
た
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

県
の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
土
地
の
権
利
者

一
人
の
所
在
が
不
明
で
あ
る

た
め
指
定
を
受
け
ら
れ
ず
、

工
事
が
で
き
な
い
。
こ
の
状

況
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

環
境
都
市
部
長

　市
と
し
て

も
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

の
指
定
の
重
要
性
は
認
識
し

て
お
り
、
土
地
所
有
者
が
不

明
な
部
分
を
除
外
し
て
の
区

域
指
定
を
県
に
お
願
い
し
た

が
、
困
難
で
あ
る
と
い
う
回

答
で
あ
っ
た
。
今
後
も
県
に

相
談
を
し
て
い
き
た
い
。

表
層
崩
壊
し
た
新
宿

４
丁
目
急
傾
斜
地

問

　昨
年
の
台
風
で
新
宿
４

丁
目
急
傾
斜
地
が
表
層
崩
壊

を
起
こ
し
、
崩
れ
た
土
砂
も

放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
事
業

者
の
工
事
が
技
術
基
準
に
基

づ
い
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
、
事
業
者
に
対
し
復
旧

工
事
を
行
う
改
善
命
令
を
出

す
よ
う
、
市
か
ら
県
に
要
請

で
き
な
い
か
。

環
境
都
市
部
長

　こ
れ
ま
で

も
県
に
指
導
を
要
請
し
て
い

る
が
、
県
と
し
て
正
式
な
改

善
命
令
が
出
せ
る
の
か
、
判

断
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

引
き
続
き
事
業
者
が
適
切
な

工
事
を
す
る
よ
う
、
要
請
を

し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
行
財
政
改

革
、
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

４
つ
の
重
要
課
題
、
池
子
の

森
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　

医
師
会
と
も
連
携
を
図

り
病
床
確
保
の
努
力
を
！

問

　多
く
の
医
療
関
係
者
が

関
わ
る
神
奈
川
県
保
健
医
療

計
画
推
進
会
議
、
審
議
会
を

経
て
病
床
数
が
決
定
さ
れ
、

病
院
誘
致
に
逗
葉
医
師
会
な

ど
医
療
関
係
者
の
協
力
は
欠

か
せ
な
い
。
し
っ
か
り
と
関

係
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

　病
院
開
設
に
当
た
っ

て
は
、
当
然
逗
葉
医
師
会
の

協
力
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
も
逗
葉
医
師
会
長
と

の
面
談
な
ど
の
機
会
を
設
け

て
き
た
。
今
後
も
協
力
を
得

る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
し
っ
か
り
図
っ
て
い

く
。

ふ
れ
ス
ク
土
曜
閉
館
は

子
供
の
居
場
所
を
奪
う
！

問

　ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
の

土
曜
閉
館
に
当
た
り
、
な
ぜ

利
用
し
て
い
る
子
供
、
保
護

者
へ
の
聞
き
取
り
を
実
施
し

な
か
っ
た
の
か
。
代
替
策
は

あ
る
の
か
。

教
育
部
担
当
部
長

　緊
急
財

政
対
策
の
た
め
、
比
較
的
利

用
人
数
が
少
な
い
土
曜
日
を

閉
館
と
す
る
こ
と
で
、
人
件

費
の
削
減
を
行
っ
た
が
、
閉

館
後
は
、
体
験
学
習
施
設
ス

マ
イ
ル
な
ど
の
市
内
施
設
で

の
新
た
な
居
場
所
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
。

交
通
整
理
員
は
危
険
箇

所
に
は
配
置
す
べ
き
！

問

　交
通
整
理
員
の
廃
止
に

よ
り
、
信
号
機
の
な
い
市
内

３
箇
所
は
特
に
危
険
な
場
所

に
な
る
。
児
童
の
通
学
路
の

安
全
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し

て
い
く
の
か
。

市
長

　子
供
の
安
全
に
つ
い

て
、
実
施
主
体
の
妥
当
性
の

観
点
か
ら
、
地
域
の
対
応
、

交
通
安
全
協
会
の
協
力
な

ど
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

環
境
都
市
部
長

　ご
指
摘
の

３
箇
所
に
つ
い
て
は
、
交
通

整
理
員
に
代
わ
る
見
守
り
の

手
法
を
検
討
し
て
い
る
。

小
坪
海
浜
地
域
活
性
化

計
画
を
促
進
す
べ
き
！！

問

　小
坪
海
浜
地
域
活
性
化

事
業
に
つ
い
て
、
関
係
者
、

市
民
と
と
も
に
検
討
を
進
め

て
い
く
と
い
う
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

市
長

　小
坪
漁
業
協
同
組
合

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関

あ
る
い
は
地
元
の
方
々
と
、

小
坪
の
海
浜
地
域
の
活
性
化

の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、

今
後
と
も
検
討
を
し
て
い

く
。

※
こ
の
他
に
、
５
本
の
柱
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

総
合
的
病
院
の
誘
致
を

問

　三
浦
半
島
地
区
保
健
医

療
福
祉
推
進
会
議
で
次
期
保

健
医
療
計
画
に
お
け
る
基
準

病
床
数
は
、
50
床
過
剰
と
な

る
見
解
が
示
さ
れ
、
当
初
予

定
し
た
規
模
の
総
合
的
病
院

の
開
設
は
難
し
く
、
変
更
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
市
民

に
は
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

市
長

　公
募
の
と
お
り
規

模
、
機
能
は
、
３
０
０
床
規

模
の
総
合
的
病
院
を
目
指

す
。
た
だ
し
、
病
床
の
確
保

の
状
況
に
よ
り
、
機
能
等
が

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
そ
の
時
は
、
適
切
な
時

期
に
市
民
へ
説
明
を
す
る
。

日
本
一
子
育
て
し
た
い

ま
ち
逗
子
を
目
指
し
て

問

　保
育
園
の
待
機
児
童
の

解
消
は
大
き
な
課
題
の
一
つ

で
あ
り
、
今
後
民
間
保
育
所

の
新
設
誘
致
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
部
担
当
部
長

　認
可
保

育
所
１
園
の
新
設
に
つ
い

て
、
様
々
な
動
向
や
今
後
新

設
す
る
小
規
模
保
育
事
業
と

の
関
係
も
含
め
、
精
査
し
て

い
く
。

近
隣
市
町
と
連
携
し
て

ご
み
処
理
効
率
ア
ッ
プ

問

　本
市
と
葉
山
町
の
、
燃

や
す
ご
み
と
し
尿
処
理
の
自

治
体
連
携
は
、
財
政
面
で
の

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
が
、
今

後
の
共
同
処
理
の
予
定
と
本

市
へ
の
影
響
を
伺
い
た
い
。

市
長

　今
後
は
、
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
植
木
剪
定

枝
の
共
同
処
理
に
つ
い
て
、

協
議
を
進
め
る
が
、
本
市
の

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

処
理
施
設
が
老
朽
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
葉
山
町
で
は
、

既
存
の
施
設
解
体
撤
去
等
の

整
備
計
画
の
検
討
が
必
要
で

あ
り
、
今
後
様
々
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

　
財
政
改
革
ま
っ
た
な
し

施
設
の
統
廃
合
進
め
よ

問

　以
前
か
ら
、
公
共
施
設

の
統
廃
合
を
進
め
る
よ
う
提

言
し
て
き
た
が
、
市
営
住
宅

以
外
そ
の
成
果
が
見
受
け
ら

れ
な
い
。
今
後
は
、
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
統
廃
合
を
進
め

て
い
く
の
か
、
市
長
の
思
い

描
く
再
配
置
構
想
を
お
示
し

い
た
だ
き
た
い
。

市
長

　公
共
施
設
の
整
備
計

画
策
定
を
平
成
30
年
度
に
実

施
す
る
。
各
施
設
の
様
々
な

課
題
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る

中
で
、
施
設
の
統
廃
合
も
精

査
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

※
こ
の
他
に
、
池
子
の
森
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

休
止
で
は
な
く
中
止
を

計
画
の
抜
本
的
見
直
し

問

　財
政
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
今
年
度
も
含
め
今
後

６
年
間
で
財
政
再
建
と
財
政

安
定
化
を
図
る
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
計
画
に
お
い
て
削

減
さ
れ
た
事
業
の
復
活
は
、

今
後
見
込
め
な
い
の
か
。

市
長

　今
回
削
減
し
た
中
で
、

小
児
医
療
費
の
助
成
事
業
は
、

近
隣
自
治
体
の
後
塵
を
拝
す

る
わ
け
に
い
か
な
い
た
め
、

早
急
に
対
応
す
べ
き
重
要
性

の
高
い
課
題
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
財
政
需
要
等
を
正
し

く
判
断
し
た
上
で
、
優
先
度

の
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

一
定
復
活
が
考
え
ら
れ
る
。

池
子
の
森
自
然
公
園
の

市
民
負
担
な
い
返
還
を

問

　市
政
方
針
で
は
、
整
備

は
休
止
す
る
と
し
な
が
ら
、

財
政
状
況
を
見
極
め
た
上
で
、

事
業
再
開
の
時
期
を
決
定
す

る
と
し
て
い
る
が
、
財
政
的

な
負
担
を
考
え
れ
ば
休
止
で

は
な
く
、
中
止
す
る
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
、
如
何
か
。

市
長

　こ
の
整
備
事
業
は
米

軍
と
の
調
整
が
で
き
な
い
中

で
は
、
執
行
停
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
あ
る
。
改
め

て
こ
の
事
業
実
施
の
場
合
、

様
々
な
手
続
き
が
必
要
で
あ

り
、
状
況
を
見
極
め
て
い
き

た
い
。

遅
過
ぎ
る
提
案
時
期
？

市
長
退
職
金
へ
の
判
断

問

　本
市
の
財
政
は
危
機
的

状
況
で
あ
り
、
そ
の
責
任
者

と
し
て
、
退
職
金
不
支
給
の

決
断
が
な
ぜ
今
な
の
か
。

市
長

　昨
年
６
月
緊
急
財
政

対
策
の
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
10
月
に
最
終
報
告
を
公

表
し
た
。
ま
た
、
財
政
対
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
ま
と
め
、

平
成
30
年
度
予
算
編
成
を
進

め
た
が
、
歳
入
不
足
が
見
込

ま
れ
総
合
的
に
判
断
し
て
、

こ
の
時
期
に
な
っ
た
。

　

批
判
で
な
く
理
解
求
め

ベ
ッ
ド
数
確
保
め
ざ
せ

問

　市
長
は
、
三
浦
半
島
保

健
医
療
福
祉
推
進
会
議
に
お

い
て
、
基
準
病
床
数
が
地
元

医
師
会
の
多
数
の
理
解
が
得

ら
れ
ず
、
そ
の
医
療
関
係
者

の
危
機
感
の
な
さ
を
厳
し
く

批
判
さ
れ
た
が
、
な
ぜ
あ
え

て
公
の
場
で
批
判
し
た
の
か
。

市
長

　県
の
認
識
も
市
と
同

様
に
、
人
口
減
と
な
る
に
し

て
も
高
齢
化
に
よ
り
病
床
数

の
確
保
を
地
域
医
療
構
想
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。
会
議
で

は
、
病
床
計
画
の
必
要
性
を

説
明
し
た
も
の
だ
。

※
こ
の
他
に
、
４
つ
の
重
要

課
題
、
５
本
の
柱
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

代
表
質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

代
表
質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
充
実
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ

　髙野

　毅

　議員

公
募
条
件
に
沿
っ
た
「
市
民
が
望
む

病
院
」
は
本
当
に
実
現
可
能
か
!?

維
新
ク
ラ
ブ

　加藤

　秀子

　議員

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年

逗
子
の
防
災
対
策
は

自
民
党
逗
子
市
議
団

　丸山

　治章

　議員

市
民
に
犠
牲
と
負
担
求
め
る
中
で

池
子
公
園
整
備
は
中
止
す
べ
き
だ

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団

　岩室

　年治

　議員

土砂が崩れた新宿4丁目の急傾斜地

外遊びは楽しいな

活性化が計画されている小坪海浜地域

ドッグラン予定地



9 ず し 市 議 会 だ よ り 8ず し 市 議 会 だ よ り平成30年 4月 12日　　 第１４１号平成30年 4月 12日　　 第１４１号

大
地
震
発
生
時
の

下
水
道
処
理
対
応
は

問

　浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
が

津
波
な
ど
で
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
る
の
か
。
例
え

ば
、
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
を
確

保
し
、
他
の
処
理
施
設
と
契

約
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

環
境
都
市
部
長

　津
波
に
よ

り
、
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
の

あ
ら
ゆ
る
開
口
部
分
に
海
水

が
流
入
し
運
転
を
司
る
水
処

理
機
能
は
完
全
に
失
わ
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
ず

は
人
命
を
最
優
先
と
し
な
が

ら
、
業
務
の
復
旧
に
当
た
り

た
い
。
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

は
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、

移
転
を
含
め
た
津
波
対
策
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

小
坪
小
学
校
横
の
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
対
策
を

問

　小
坪
小
学
校
横
に
急
傾

斜
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
防

災
行
政
無
線
が
設
置
さ
れ
、

避
難
所
と
な
る
体
育
館
も
あ

る
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
上
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
当
た
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

県
の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
土
地
の
権
利
者

一
人
の
所
在
が
不
明
で
あ
る

た
め
指
定
を
受
け
ら
れ
ず
、

工
事
が
で
き
な
い
。
こ
の
状

況
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

環
境
都
市
部
長

　市
と
し
て

も
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

の
指
定
の
重
要
性
は
認
識
し

て
お
り
、
土
地
所
有
者
が
不

明
な
部
分
を
除
外
し
て
の
区

域
指
定
を
県
に
お
願
い
し
た

が
、
困
難
で
あ
る
と
い
う
回

答
で
あ
っ
た
。
今
後
も
県
に

相
談
を
し
て
い
き
た
い
。

表
層
崩
壊
し
た
新
宿

４
丁
目
急
傾
斜
地

問

　昨
年
の
台
風
で
新
宿
４

丁
目
急
傾
斜
地
が
表
層
崩
壊

を
起
こ
し
、
崩
れ
た
土
砂
も

放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
事
業

者
の
工
事
が
技
術
基
準
に
基

づ
い
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
、
事
業
者
に
対
し
復
旧

工
事
を
行
う
改
善
命
令
を
出

す
よ
う
、
市
か
ら
県
に
要
請

で
き
な
い
か
。

環
境
都
市
部
長

　こ
れ
ま
で

も
県
に
指
導
を
要
請
し
て
い

る
が
、
県
と
し
て
正
式
な
改

善
命
令
が
出
せ
る
の
か
、
判

断
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

引
き
続
き
事
業
者
が
適
切
な

工
事
を
す
る
よ
う
、
要
請
を

し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
行
財
政
改

革
、
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

４
つ
の
重
要
課
題
、
池
子
の

森
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　

医
師
会
と
も
連
携
を
図

り
病
床
確
保
の
努
力
を
！

問

　多
く
の
医
療
関
係
者
が

関
わ
る
神
奈
川
県
保
健
医
療

計
画
推
進
会
議
、
審
議
会
を

経
て
病
床
数
が
決
定
さ
れ
、

病
院
誘
致
に
逗
葉
医
師
会
な

ど
医
療
関
係
者
の
協
力
は
欠

か
せ
な
い
。
し
っ
か
り
と
関

係
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

　病
院
開
設
に
当
た
っ

て
は
、
当
然
逗
葉
医
師
会
の

協
力
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
も
逗
葉
医
師
会
長
と

の
面
談
な
ど
の
機
会
を
設
け

て
き
た
。
今
後
も
協
力
を
得

る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
し
っ
か
り
図
っ
て
い

く
。

ふ
れ
ス
ク
土
曜
閉
館
は

子
供
の
居
場
所
を
奪
う
！

問

　ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
の

土
曜
閉
館
に
当
た
り
、
な
ぜ

利
用
し
て
い
る
子
供
、
保
護

者
へ
の
聞
き
取
り
を
実
施
し

な
か
っ
た
の
か
。
代
替
策
は

あ
る
の
か
。

教
育
部
担
当
部
長

　緊
急
財

政
対
策
の
た
め
、
比
較
的
利

用
人
数
が
少
な
い
土
曜
日
を

閉
館
と
す
る
こ
と
で
、
人
件

費
の
削
減
を
行
っ
た
が
、
閉

館
後
は
、
体
験
学
習
施
設
ス

マ
イ
ル
な
ど
の
市
内
施
設
で

の
新
た
な
居
場
所
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
。

交
通
整
理
員
は
危
険
箇

所
に
は
配
置
す
べ
き
！

問

　交
通
整
理
員
の
廃
止
に

よ
り
、
信
号
機
の
な
い
市
内

３
箇
所
は
特
に
危
険
な
場
所

に
な
る
。
児
童
の
通
学
路
の

安
全
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し

て
い
く
の
か
。

市
長

　子
供
の
安
全
に
つ
い

て
、
実
施
主
体
の
妥
当
性
の

観
点
か
ら
、
地
域
の
対
応
、

交
通
安
全
協
会
の
協
力
な

ど
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

環
境
都
市
部
長

　ご
指
摘
の

３
箇
所
に
つ
い
て
は
、
交
通

整
理
員
に
代
わ
る
見
守
り
の

手
法
を
検
討
し
て
い
る
。

小
坪
海
浜
地
域
活
性
化

計
画
を
促
進
す
べ
き
！！

問

　小
坪
海
浜
地
域
活
性
化

事
業
に
つ
い
て
、
関
係
者
、

市
民
と
と
も
に
検
討
を
進
め

て
い
く
と
い
う
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

市
長

　小
坪
漁
業
協
同
組
合

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関

あ
る
い
は
地
元
の
方
々
と
、

小
坪
の
海
浜
地
域
の
活
性
化

の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、

今
後
と
も
検
討
を
し
て
い

く
。

※
こ
の
他
に
、
５
本
の
柱
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

総
合
的
病
院
の
誘
致
を

問

　三
浦
半
島
地
区
保
健
医

療
福
祉
推
進
会
議
で
次
期
保

健
医
療
計
画
に
お
け
る
基
準

病
床
数
は
、
50
床
過
剰
と
な

る
見
解
が
示
さ
れ
、
当
初
予

定
し
た
規
模
の
総
合
的
病
院

の
開
設
は
難
し
く
、
変
更
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
市
民

に
は
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

市
長

　公
募
の
と
お
り
規

模
、
機
能
は
、
３
０
０
床
規

模
の
総
合
的
病
院
を
目
指

す
。
た
だ
し
、
病
床
の
確
保

の
状
況
に
よ
り
、
機
能
等
が

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
そ
の
時
は
、
適
切
な
時

期
に
市
民
へ
説
明
を
す
る
。

日
本
一
子
育
て
し
た
い

ま
ち
逗
子
を
目
指
し
て

問

　保
育
園
の
待
機
児
童
の

解
消
は
大
き
な
課
題
の
一
つ

で
あ
り
、
今
後
民
間
保
育
所

の
新
設
誘
致
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
部
担
当
部
長

　認
可
保

育
所
１
園
の
新
設
に
つ
い

て
、
様
々
な
動
向
や
今
後
新

設
す
る
小
規
模
保
育
事
業
と

の
関
係
も
含
め
、
精
査
し
て

い
く
。

近
隣
市
町
と
連
携
し
て

ご
み
処
理
効
率
ア
ッ
プ

問

　本
市
と
葉
山
町
の
、
燃

や
す
ご
み
と
し
尿
処
理
の
自

治
体
連
携
は
、
財
政
面
で
の

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
が
、
今

後
の
共
同
処
理
の
予
定
と
本

市
へ
の
影
響
を
伺
い
た
い
。

市
長

　今
後
は
、
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
植
木
剪
定

枝
の
共
同
処
理
に
つ
い
て
、

協
議
を
進
め
る
が
、
本
市
の

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

処
理
施
設
が
老
朽
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
葉
山
町
で
は
、

既
存
の
施
設
解
体
撤
去
等
の

整
備
計
画
の
検
討
が
必
要
で

あ
り
、
今
後
様
々
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

　
財
政
改
革
ま
っ
た
な
し

施
設
の
統
廃
合
進
め
よ

問

　以
前
か
ら
、
公
共
施
設

の
統
廃
合
を
進
め
る
よ
う
提

言
し
て
き
た
が
、
市
営
住
宅

以
外
そ
の
成
果
が
見
受
け
ら

れ
な
い
。
今
後
は
、
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
統
廃
合
を
進
め

て
い
く
の
か
、
市
長
の
思
い

描
く
再
配
置
構
想
を
お
示
し

い
た
だ
き
た
い
。

市
長

　公
共
施
設
の
整
備
計

画
策
定
を
平
成
30
年
度
に
実

施
す
る
。
各
施
設
の
様
々
な

課
題
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る

中
で
、
施
設
の
統
廃
合
も
精

査
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

※
こ
の
他
に
、
池
子
の
森
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

休
止
で
は
な
く
中
止
を

計
画
の
抜
本
的
見
直
し

問

　財
政
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
今
年
度
も
含
め
今
後

６
年
間
で
財
政
再
建
と
財
政

安
定
化
を
図
る
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
計
画
に
お
い
て
削

減
さ
れ
た
事
業
の
復
活
は
、

今
後
見
込
め
な
い
の
か
。

市
長

　今
回
削
減
し
た
中
で
、

小
児
医
療
費
の
助
成
事
業
は
、

近
隣
自
治
体
の
後
塵
を
拝
す

る
わ
け
に
い
か
な
い
た
め
、

早
急
に
対
応
す
べ
き
重
要
性

の
高
い
課
題
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
財
政
需
要
等
を
正
し

く
判
断
し
た
上
で
、
優
先
度

の
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

一
定
復
活
が
考
え
ら
れ
る
。

池
子
の
森
自
然
公
園
の

市
民
負
担
な
い
返
還
を

問

　市
政
方
針
で
は
、
整
備

は
休
止
す
る
と
し
な
が
ら
、

財
政
状
況
を
見
極
め
た
上
で
、

事
業
再
開
の
時
期
を
決
定
す

る
と
し
て
い
る
が
、
財
政
的

な
負
担
を
考
え
れ
ば
休
止
で

は
な
く
、
中
止
す
る
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
、
如
何
か
。

市
長

　こ
の
整
備
事
業
は
米

軍
と
の
調
整
が
で
き
な
い
中

で
は
、
執
行
停
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
あ
る
。
改
め

て
こ
の
事
業
実
施
の
場
合
、

様
々
な
手
続
き
が
必
要
で
あ

り
、
状
況
を
見
極
め
て
い
き

た
い
。

遅
過
ぎ
る
提
案
時
期
？

市
長
退
職
金
へ
の
判
断

問

　本
市
の
財
政
は
危
機
的

状
況
で
あ
り
、
そ
の
責
任
者

と
し
て
、
退
職
金
不
支
給
の

決
断
が
な
ぜ
今
な
の
か
。

市
長

　昨
年
６
月
緊
急
財
政

対
策
の
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
10
月
に
最
終
報
告
を
公

表
し
た
。
ま
た
、
財
政
対
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
ま
と
め
、

平
成
30
年
度
予
算
編
成
を
進

め
た
が
、
歳
入
不
足
が
見
込

ま
れ
総
合
的
に
判
断
し
て
、

こ
の
時
期
に
な
っ
た
。

　

批
判
で
な
く
理
解
求
め

ベ
ッ
ド
数
確
保
め
ざ
せ

問

　市
長
は
、
三
浦
半
島
保

健
医
療
福
祉
推
進
会
議
に
お

い
て
、
基
準
病
床
数
が
地
元

医
師
会
の
多
数
の
理
解
が
得

ら
れ
ず
、
そ
の
医
療
関
係
者

の
危
機
感
の
な
さ
を
厳
し
く

批
判
さ
れ
た
が
、
な
ぜ
あ
え

て
公
の
場
で
批
判
し
た
の
か
。

市
長

　県
の
認
識
も
市
と
同

様
に
、
人
口
減
と
な
る
に
し

て
も
高
齢
化
に
よ
り
病
床
数

の
確
保
を
地
域
医
療
構
想
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。
会
議
で

は
、
病
床
計
画
の
必
要
性
を

説
明
し
た
も
の
だ
。

※
こ
の
他
に
、
４
つ
の
重
要

課
題
、
５
本
の
柱
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

代
表
質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

代
表
質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
充
実
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ

　髙野

　毅

　議員

公
募
条
件
に
沿
っ
た
「
市
民
が
望
む

病
院
」
は
本
当
に
実
現
可
能
か
!?

維
新
ク
ラ
ブ

　加藤

　秀子

　議員

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年

逗
子
の
防
災
対
策
は

自
民
党
逗
子
市
議
団

　丸山

　治章

　議員

市
民
に
犠
牲
と
負
担
求
め
る
中
で

池
子
公
園
整
備
は
中
止
す
べ
き
だ

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団

　岩室

　年治

　議員

土砂が崩れた新宿4丁目の急傾斜地

外遊びは楽しいな

活性化が計画されている小坪海浜地域

ドッグラン予定地



国に私学助成の拡充を求める意見書 神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書
高校生の３割を超える生徒が私立高校に通い、幼児

教育、大学教育においてはその８割を私学教育が担っ

ており、私学は公教育の場として大きな役割を果たし

ている。

しかし、その教育条件等の整備の多くは保護者の学

納金負担に任されている。

2010年度から実施され2014年度に加算支給額と対

象世帯を拡大した就学支援金制度と、2014年度から実

施された奨学のための給付金により、学費の公私間格

差は一定程度是正された。更に今年度からは国による

私立小中学校に通う児童・生徒に対する授業料補助制

度が新設された。

しかし、私立高校の学費は就学支援金分を差し引い

ても全国平均で年額初年度納付金60万円、入学金を除

いて44万円と高額な負担が残る。また、各都道府県の

授業料減免制度の差により居住する場所によって学費

負担に大きな格差が出る学費の自治体間格差も存在

している。この格差をなくしていくには国の就学支援

金制度の拡充が強く求められる。

ＯＥＣＤ諸国の教育への公的支出を比べてみても、

日本は下位に低迷している。2017年度は、高等学校等

就学支援金の支給に関する法律の2013年度附帯決議

に基づいて就学支援金制度の見直しが行われている

ところである。未来を担う子供たちのために教育予算

を増額し、私学に通う生徒・保護者の学費負担が軽減

されるよう、私立高校生への就学支援金を拡充させる

議論が求められる。同時に、私学教育本来の良さを一

層発揮させる教育条件の維持・向上を図るために、私

立高校生への就学支援金制度と私学への経常費助成

補助の大幅拡充は当然の方向であり強く求められると

ころである。

よって、逗子市議会は国に対し、憲法、教育基本法、

子どもの権利条約の理念に基づいて、公私の学費格差

を更に改善し、全ての子供たちに学ぶ権利を保障する

ため、私学助成の一層の増額を要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出

する。

平成30年３月１日　　　　　　逗　子　市　議　会

神奈川県の私学は、各校が建学の精神に基づき、豊かな教育を

つくり、神奈川の教育を支える担い手としての役割を果たし続け

てきた。

しかし神奈川県の私立学校への生徒１人当たり経常費補助金

は、全国最下位水準の助成額である。このため神奈川県の私立高

等学校の入学金を除く平均学費は、関東で最も高く、全国的にも

極めて高い学費のままである。

また、将来の大地震への対応が、私学各校にとって大きな課題

であり、大きな財政負担となっている。しかし施設設備助成が神

奈川県にはなく、全て保護者の負担となっており、これも高学費

の要因の一つとなっている。

家庭への学費補助は、年収250万円未満世帯については国の就

学支援金と神奈川県私立高等学校等生徒学費補助金を合わせ

て、県内私立高等学校の平均授業料相当額まで補助されている。

しかし生活保護世帯でも年間約25万円の自己負担が必要である。

就学支援金、神奈川県私立高等学校等生徒学費補助金があって

も、私学を希望する生徒・保護者にとって重い学費負担があり、学

費負担が可能な家庭でも、不測の事態が起こって家計が急変すれ

ば、たちまち授業料の納入に支障を来す状況である。

今年度から東京都では年収760万円未満の世帯まで授業料平

均額が補助されるようになり、実質授業料無償化が実現した。埼

玉県では学費補助の対象に施設整備費を含めることとし、年収

500万円未満世帯では、授業料と施設費を合わせた学費に拡大さ

れている。大阪府や京都府でも、同じように学費補助を拡充する

ことで、私立高校へ入学する生徒が増えている。全国へ広がって

いる私立高校の無償化の流れに、神奈川県は遅れをとっている。

更に今年から、私立小中学校に通う児童・生徒に対する授業料補

助が国によって新設されたが、学費負担を軽減するためには県単

独の上乗せも必要である。

神奈川県では私立高校の高学費が原因で私立高等学校を選択

できず、公立中学校卒業生の全日制高校進学率は90.7パーセント

ととても高いとはいえない水準が続いている。教育の無償化を進

めることで、全ての子供たちの学ぶ権利を保障することが重要で

あり、神奈川県においては、私学助成の抜本的な改善によって、私

学経営の安定を図り、保護者の学費負担を軽減することが県政の

急務である。

よって、逗子市議会は神奈川県に対し、憲法、教育基本法、子ど

もの権利条約の理念に基づいて、平成30年度予算において私学

助成を拡充するよう要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成30年３月１日　　　　　　　　　　 逗　子　市　議　会

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
11 ず し 市 議 会 だ よ り 10ず し 市 議 会 だ よ り平成30年 4月12日　　第１４１号平成30年 4月12日　　第１４１号

歳
入
を
増
や
す
努
力
な

く
し
て
市
の
発
展
な
し

問

　財
政
構
造
を
転
換
す
る

に
は
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳

出
を
心
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、
歳
入
自
体
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
小
坪

海
浜
地
域
の
活
性
化
に
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
の
市
場
調
査

な
ど
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
、
人
口
増
、
歳
入
増
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

市
長

　民
間
の
様
々
な
提
案

を
募
集
し
て
い
る
が
、
本
市

は
住
環
境
、
自
然
環
境
を
守

り
な
が
ら
、
発
展
を
遂
げ
て

き
た
。
人
口
減
少
を
抑
制
し

市
民
税
を
中
心
と
し
た
財
政

基
盤
を
安
定
的
に
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

概
念
で
ま
ち
づ
く
り
を

問

　住
環
境
形
成
計
画
で

は
、
地
域
性
を
踏
ま
え
、
市

街
化
区
域
を
ゾ
ー
ン
分
け
し

計
画
に
基
づ
い
た
住
宅
、
住

環
境
に
係
る
取
り
組
み
を
行

う
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

市
長

　こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
住
宅
エ
リ
ア
も
商

業
エ
リ
ア
も
低
層
の
土
地
利

用
が
前
提
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ン
ご
と
に
め

り
は
り
を
つ
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
土

地
利
用
を
検
討
し
て
い
く
。

住
民
主
体
の
訪
問
型

生
活
支
援
に
期
待

問

　住
民
主
体
に
よ
る
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
の
よ
う

な
事
業
者
が
行
う
の
か
。

福
祉
部
長

　公
募
に
よ
り
社

会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
法
人
格
を
有
す
る
団
体

を
選
定
す
る
予
定
で
あ
り
、

相
互
の
支
え
合
い
の
支
援
、

高
齢
者
自
身
が
生
活
支
援
の

担
い
手
と
し
て
参
加
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

障
が
い
者
権
利
擁
護
は

市
の
義
務
、
自
覚
せ
よ

問

　葉
山
町
は
昨
年
の
12
月

の
障
が
い
者
週
間
に
、
広
報

で
11
ペ
ー
ジ
の
特
集
を
組

み
、
障
が
い
者
に
対
す
る
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
促
す
啓

発
を
行
っ
た
。
障
が
い
者
の

権
利
を
守
る
た
め
に
、
本
市

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　一
昨
年
の
津
久
井
や

ま
ゆ
り
園
事
件
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
障
が
い
を
持
つ
子

供
の
暮
ら
し
、
統
合
失
調
症

の
理
解
な
ど
広
報
で
特
集
記

事
を
組
ん
だ
。
市
民
の
意
識

啓
発
に
今
後
と
も
努
め
て
い

く
。

※
こ
の
他
に
、
３
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
破
綻

問

　３
年
前
策
定
の
総
合
計

画
の
大
目
標
で
あ
る
人
口
の

維
持
５
万
７
８
０
０
人
は
、

既
に
４
３
９
人
減
。
そ
の
原

因
や
詳
細
を
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
10
年
間
財
政
見

通
し
の
歳
出
：
繰
出
金
は
、

総
合
計
画
見
通
し
を
平
均
８

・
５
億
円
以
上
も
上
回
る
額
。

僅
か
３
年
で
見
通
し
が
こ
れ

ほ
ど
異
な
る
理
由
は
何
か
。

こ
れ
に
並
行
し
、
歳
入
：
依

存
財
源
も
平
均
約
８
％
増
を

見
込
ん
で
お
り
、
も
は
や
総

合
計
画
は
、
人
口
維
持
の
目

標
も
財
政
見
通
し
も
全
く
間

違
っ
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
総
合
計
画
の
見
直

し
を
ど
う
す
る
の
か
。

市
長

　人
口
減
の
要
因
は
社

会
増
が
弱
ま
っ
た
た
め
。
繰

出
金
の
増
は
会
計
処
理
上
の

問
題
。
総
合
計
画
は
、
基
本

的
に
目
指
す
べ
き
課
題
や
目

標
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

八
つ
の
財
政
指
数
の

経
年
変
化
か
ら

問

　八
つ
の
財
政
指
数
の
経

年
変
化
を
検
証
す
る
と
、
実

質
収
支
比
率
は
か
え
っ
て
健

全
の
範
囲
内
３
〜
５
％
に
収

ま
っ
て
い
る
。
過
度
な
緊
急

財
政
対
策
に
よ
り
、
公
金
が

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
還
元
で
き

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長

　Ｈ
29
年
度
末
に
５
億

円
の
積
み
立
て
が
で
き
た
が
、

や
は
り
、
歳
入
に
見
合
う
歳

出
と
い
う
中
で
財
政
の
安
定

化
が
喫
緊
の
課
題
と
思
う
。

国
の
地
方
財
政
対
策
と

の
照
合

問

　国
の
地
方
財
政
対
策
で

は
地
方
交
付
税
は
２
％
減
で

６
年
連
続
減
少
、
臨
財
債
は

１
・
５
％
減
の
見
込
み
。
こ

の
傾
向
は
、
市
の
歳
入
予
測

に
確
実
に
反
映
さ
れ
た
か
。

市
長

　Ｈ
29
年
度
に
決
定
し

た
額
に
国
の
見
込
む
減
少
率

を
減
じ
た
額
を
計
上
し
た
。

無
理
な
数
字
で
は
な
い
。

国
民
健
康
保
険
３
・
８

億
円
値
上
げ
の
行
方

問

　国
保
料
値
上
げ
３
・
８

億
円
が
市
民
に
ど
れ
程
の
負

担
か
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

同
様
に
サ
ー
ビ
ス
の
な
い
湯

河
原
や
真
鶴
は
ど
ち
ら
も
消

滅
可
能
性
都
市
だ
が
、
こ
れ

ら
と
同
じ
で
よ
い
の
か
。

市
長

　県
単
位
化
に
伴
い
、

県
全
体
で
保
険
料
の
水
準
を

ど
の
よ
う
に
平
準
化
す
る
か
、

ま
た
は
一
元
化
す
る
か
も
見

据
え
判
断
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
住
環
境
形
成

計
画
、
公
共
施
設
整
備
計
画
、

池
子
の
森
、
指
定
管
理
制
度

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

代
表
質
問
・
質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

30
年
度
予
算
と

緊
急
財
政
対
策
の
徹
底
検
証

無
会
派

　松本

　寛

　議員

財
政
の
安
定
化
だ
け
で
は

逗
子
の
未
来
は
な
い

公
明
党

　田中

　英一
郎

　議員

市
役
所
で
も
活
躍

　
青
い
鳥

実
質
収
支
比
率
：
財
政
難
で

か
え
っ
て
黒
字
が
健
全
域
に



国に私学助成の拡充を求める意見書 神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書
高校生の３割を超える生徒が私立高校に通い、幼児

教育、大学教育においてはその８割を私学教育が担っ

ており、私学は公教育の場として大きな役割を果たし

ている。

しかし、その教育条件等の整備の多くは保護者の学

納金負担に任されている。

2010年度から実施され2014年度に加算支給額と対

象世帯を拡大した就学支援金制度と、2014年度から実

施された奨学のための給付金により、学費の公私間格

差は一定程度是正された。更に今年度からは国による

私立小中学校に通う児童・生徒に対する授業料補助制

度が新設された。

しかし、私立高校の学費は就学支援金分を差し引い

ても全国平均で年額初年度納付金60万円、入学金を除

いて44万円と高額な負担が残る。また、各都道府県の

授業料減免制度の差により居住する場所によって学費

負担に大きな格差が出る学費の自治体間格差も存在

している。この格差をなくしていくには国の就学支援

金制度の拡充が強く求められる。

ＯＥＣＤ諸国の教育への公的支出を比べてみても、

日本は下位に低迷している。2017年度は、高等学校等

就学支援金の支給に関する法律の2013年度附帯決議

に基づいて就学支援金制度の見直しが行われている

ところである。未来を担う子供たちのために教育予算

を増額し、私学に通う生徒・保護者の学費負担が軽減

されるよう、私立高校生への就学支援金を拡充させる

議論が求められる。同時に、私学教育本来の良さを一

層発揮させる教育条件の維持・向上を図るために、私

立高校生への就学支援金制度と私学への経常費助成

補助の大幅拡充は当然の方向であり強く求められると

ころである。

よって、逗子市議会は国に対し、憲法、教育基本法、

子どもの権利条約の理念に基づいて、公私の学費格差

を更に改善し、全ての子供たちに学ぶ権利を保障する

ため、私学助成の一層の増額を要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出

する。

平成30年３月１日　　　　　　逗　子　市　議　会

神奈川県の私学は、各校が建学の精神に基づき、豊かな教育を

つくり、神奈川の教育を支える担い手としての役割を果たし続け

てきた。

しかし神奈川県の私立学校への生徒１人当たり経常費補助金

は、全国最下位水準の助成額である。このため神奈川県の私立高

等学校の入学金を除く平均学費は、関東で最も高く、全国的にも

極めて高い学費のままである。

また、将来の大地震への対応が、私学各校にとって大きな課題

であり、大きな財政負担となっている。しかし施設設備助成が神

奈川県にはなく、全て保護者の負担となっており、これも高学費

の要因の一つとなっている。

家庭への学費補助は、年収250万円未満世帯については国の就

学支援金と神奈川県私立高等学校等生徒学費補助金を合わせ

て、県内私立高等学校の平均授業料相当額まで補助されている。

しかし生活保護世帯でも年間約25万円の自己負担が必要である。

就学支援金、神奈川県私立高等学校等生徒学費補助金があって

も、私学を希望する生徒・保護者にとって重い学費負担があり、学

費負担が可能な家庭でも、不測の事態が起こって家計が急変すれ

ば、たちまち授業料の納入に支障を来す状況である。

今年度から東京都では年収760万円未満の世帯まで授業料平

均額が補助されるようになり、実質授業料無償化が実現した。埼

玉県では学費補助の対象に施設整備費を含めることとし、年収

500万円未満世帯では、授業料と施設費を合わせた学費に拡大さ

れている。大阪府や京都府でも、同じように学費補助を拡充する

ことで、私立高校へ入学する生徒が増えている。全国へ広がって

いる私立高校の無償化の流れに、神奈川県は遅れをとっている。

更に今年から、私立小中学校に通う児童・生徒に対する授業料補

助が国によって新設されたが、学費負担を軽減するためには県単

独の上乗せも必要である。

神奈川県では私立高校の高学費が原因で私立高等学校を選択

できず、公立中学校卒業生の全日制高校進学率は90.7パーセント

ととても高いとはいえない水準が続いている。教育の無償化を進

めることで、全ての子供たちの学ぶ権利を保障することが重要で

あり、神奈川県においては、私学助成の抜本的な改善によって、私

学経営の安定を図り、保護者の学費負担を軽減することが県政の

急務である。

よって、逗子市議会は神奈川県に対し、憲法、教育基本法、子ど

もの権利条約の理念に基づいて、平成30年度予算において私学

助成を拡充するよう要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成30年３月１日　　　　　　　　　　 逗　子　市　議　会

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
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歳
入
を
増
や
す
努
力
な

く
し
て
市
の
発
展
な
し

問

　財
政
構
造
を
転
換
す
る

に
は
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳

出
を
心
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、
歳
入
自
体
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
小
坪

海
浜
地
域
の
活
性
化
に
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
の
市
場
調
査

な
ど
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
、
人
口
増
、
歳
入
増
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

市
長

　民
間
の
様
々
な
提
案

を
募
集
し
て
い
る
が
、
本
市

は
住
環
境
、
自
然
環
境
を
守

り
な
が
ら
、
発
展
を
遂
げ
て

き
た
。
人
口
減
少
を
抑
制
し

市
民
税
を
中
心
と
し
た
財
政

基
盤
を
安
定
的
に
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

概
念
で
ま
ち
づ
く
り
を

問

　住
環
境
形
成
計
画
で

は
、
地
域
性
を
踏
ま
え
、
市

街
化
区
域
を
ゾ
ー
ン
分
け
し

計
画
に
基
づ
い
た
住
宅
、
住

環
境
に
係
る
取
り
組
み
を
行

う
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

市
長

　こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
住
宅
エ
リ
ア
も
商

業
エ
リ
ア
も
低
層
の
土
地
利

用
が
前
提
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ン
ご
と
に
め

り
は
り
を
つ
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
土

地
利
用
を
検
討
し
て
い
く
。

住
民
主
体
の
訪
問
型

生
活
支
援
に
期
待

問

　住
民
主
体
に
よ
る
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
の
よ
う

な
事
業
者
が
行
う
の
か
。

福
祉
部
長

　公
募
に
よ
り
社

会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
法
人
格
を
有
す
る
団
体

を
選
定
す
る
予
定
で
あ
り
、

相
互
の
支
え
合
い
の
支
援
、

高
齢
者
自
身
が
生
活
支
援
の

担
い
手
と
し
て
参
加
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

障
が
い
者
権
利
擁
護
は

市
の
義
務
、
自
覚
せ
よ

問

　葉
山
町
は
昨
年
の
12
月

の
障
が
い
者
週
間
に
、
広
報

で
11
ペ
ー
ジ
の
特
集
を
組

み
、
障
が
い
者
に
対
す
る
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
促
す
啓

発
を
行
っ
た
。
障
が
い
者
の

権
利
を
守
る
た
め
に
、
本
市

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　一
昨
年
の
津
久
井
や

ま
ゆ
り
園
事
件
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
障
が
い
を
持
つ
子

供
の
暮
ら
し
、
統
合
失
調
症

の
理
解
な
ど
広
報
で
特
集
記

事
を
組
ん
だ
。
市
民
の
意
識

啓
発
に
今
後
と
も
努
め
て
い

く
。

※
こ
の
他
に
、
３
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
破
綻

問

　３
年
前
策
定
の
総
合
計

画
の
大
目
標
で
あ
る
人
口
の

維
持
５
万
７
８
０
０
人
は
、

既
に
４
３
９
人
減
。
そ
の
原

因
や
詳
細
を
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
10
年
間
財
政
見

通
し
の
歳
出
：
繰
出
金
は
、

総
合
計
画
見
通
し
を
平
均
８

・
５
億
円
以
上
も
上
回
る
額
。

僅
か
３
年
で
見
通
し
が
こ
れ

ほ
ど
異
な
る
理
由
は
何
か
。

こ
れ
に
並
行
し
、
歳
入
：
依

存
財
源
も
平
均
約
８
％
増
を

見
込
ん
で
お
り
、
も
は
や
総

合
計
画
は
、
人
口
維
持
の
目

標
も
財
政
見
通
し
も
全
く
間

違
っ
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
総
合
計
画
の
見
直

し
を
ど
う
す
る
の
か
。

市
長

　人
口
減
の
要
因
は
社

会
増
が
弱
ま
っ
た
た
め
。
繰

出
金
の
増
は
会
計
処
理
上
の

問
題
。
総
合
計
画
は
、
基
本

的
に
目
指
す
べ
き
課
題
や
目

標
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

八
つ
の
財
政
指
数
の

経
年
変
化
か
ら

問

　八
つ
の
財
政
指
数
の
経

年
変
化
を
検
証
す
る
と
、
実

質
収
支
比
率
は
か
え
っ
て
健

全
の
範
囲
内
３
〜
５
％
に
収

ま
っ
て
い
る
。
過
度
な
緊
急

財
政
対
策
に
よ
り
、
公
金
が

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
還
元
で
き

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長

　Ｈ
29
年
度
末
に
５
億

円
の
積
み
立
て
が
で
き
た
が
、

や
は
り
、
歳
入
に
見
合
う
歳

出
と
い
う
中
で
財
政
の
安
定

化
が
喫
緊
の
課
題
と
思
う
。

国
の
地
方
財
政
対
策
と

の
照
合

問

　国
の
地
方
財
政
対
策
で

は
地
方
交
付
税
は
２
％
減
で

６
年
連
続
減
少
、
臨
財
債
は

１
・
５
％
減
の
見
込
み
。
こ

の
傾
向
は
、
市
の
歳
入
予
測

に
確
実
に
反
映
さ
れ
た
か
。

市
長

　Ｈ
29
年
度
に
決
定
し

た
額
に
国
の
見
込
む
減
少
率

を
減
じ
た
額
を
計
上
し
た
。

無
理
な
数
字
で
は
な
い
。

国
民
健
康
保
険
３
・
８

億
円
値
上
げ
の
行
方

問

　国
保
料
値
上
げ
３
・
８

億
円
が
市
民
に
ど
れ
程
の
負

担
か
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

同
様
に
サ
ー
ビ
ス
の
な
い
湯

河
原
や
真
鶴
は
ど
ち
ら
も
消

滅
可
能
性
都
市
だ
が
、
こ
れ

ら
と
同
じ
で
よ
い
の
か
。

市
長

　県
単
位
化
に
伴
い
、

県
全
体
で
保
険
料
の
水
準
を

ど
の
よ
う
に
平
準
化
す
る
か
、

ま
た
は
一
元
化
す
る
か
も
見

据
え
判
断
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
住
環
境
形
成

計
画
、
公
共
施
設
整
備
計
画
、

池
子
の
森
、
指
定
管
理
制
度

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

代
表
質
問
・
質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

30
年
度
予
算
と

緊
急
財
政
対
策
の
徹
底
検
証

無
会
派

　松本

　寛

　議員

財
政
の
安
定
化
だ
け
で
は

逗
子
の
未
来
は
な
い

公
明
党

　田中

　英一
郎

　議員

市
役
所
で
も
活
躍

　
青
い
鳥

実
質
収
支
比
率
：
財
政
難
で

か
え
っ
て
黒
字
が
健
全
域
に



「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善
の実現」を求める意見書

臓器移植の環境整備に関する意見書

超高齢化を迎える中で、介護従事者の人材確保・離

職防止対策は喫緊の課題となっている。厚生労働省が

発表した介護人材需給推計では、団塊の世代が75歳以

上となる2025年には37.7万人が不足するとしている。

2015年４月の介護報酬改定では、介護職員の低賃金の

改善を図るためとして介護職員処遇改善加算が強化

された。しかし、同時に基本報酬が引き下げられ、事業

者は厳しい事業運営を強いられており、これ以上の処

遇改善を事業所に委ねることは困難である。人材不足

は地域の介護施策に深刻な影響を与えるため、国の施

策として人材確保・離職防止対策を講じる必要がある。

また、介護職場の労働環境も深刻な状況となってお

り、介護保険施設の人員体制は、法定で利用者３人に対

して介護職１人以上となっているが、多くの介護施設

では利用者の安全や必要最低限の介護を提供する体

制を確保するため、職員を加配している。介護現場で

は年次有給休暇はもとより、公休すら計画どおりに取

得できないという実態が横行しており、法定基準を大

幅に引き上げ労働環境の改善を図ることは離職防止

を進める上でも重要な課題となっている。

本来、介護施設等の安全・安心な職員体制や介護現

場で働く労働者の確保は国の責任で行われるべきで

あるが、現実には、職員の充実は事業所の努力に委ね

られ、処遇改善も利用者・国民の負担に依拠し、更には

介護報酬の引下げによって処遇改善や体制確保を不

安定にしている。

よって、逗子市議会は国に対し、人材確保・離職防止

の実質的な対策、及び安全・安心の介護体制の確立な

ど、介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善を図る対

策を講じるよう、次のとおり要望する。

１　介護職員をはじめとする、介護現場で働く全ての

労働者の処遇改善を図ること。

２　介護保険施設の人員配置基準を引き上げ、夜間の

人員配置を改善(一人夜勤の解消)すること。

３　介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善を図る

ために、介護報酬の大幅な引き上げを行うとともに、

処遇改善についての費用は国費で賄うこと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成30年３月１日　　　　　　逗　子　市　議　会

臓器移植の普及によって薬剤や機械では困難であった臓器の

機能回復が可能となり、多くの患者の命が救われている。一方、臓

器移植ネットワークが構築されていない外国における移植は臓

器売買等の懸念があり、人権上ゆゆしき問題となっている。

そこで国際移植学会は、平成20年５月に、各国は、自国民の移植

ニーズに足る臓器を自国のドナーによって確保する努力をすべ

きだとする主旨の臓器取引と移植ツーリズムに関するイスタン

ブール宣言を行った。

こうした動きが我が国における平成22年７月の臓器の移植に

関する法律の改正につながり、本人の意思が不明な場合であって

も家族の承諾により臓器を提供することが可能となった。同法の

改正以後、脳死下・心肺停止後の臓器提供者は年々増加しており、

平成29年の臓器提供者数は112人となっている。

しかし、平成29年12月末日時点における臓器移植希望者数が、

心臓で663人、肺で349人、肝臓で333人、腎臓で12,449人となって

いるなど、臓器提供数が必要数を大きく下回っており、その理由

としてドナーや臓器提供施設数が少ないことが指摘されている。

よって、逗子市議会は国に対し、国民の臓器を提供する権利、臓

器を提供しない権利、移植を受ける権利及び移植を受けない権利

を同等に尊重しつつ、臓器移植を国民にとって安全で身近なもの

として定着させるため、次の事項に取り組むよう強く要望する。

１　国民が命の大切さを考える中で臓器移植に係る意思表示に

ついて具体的に考え、家族などと話し合う機会を増やすことが

できるよう、更なる啓発に努めること。

２　臓器提供施設における院内体制の整備を図るため、マニュア

ルの整備、研修会の開催など個々の施設の事情に応じたきめ細

かい支援を行うこと。

３　臓器移植についての説明から臓器提供後のアフターケアま

で、ドナーの家族に対してきめ細かな対応が可能となるよう移

植コーディネーターの確保を支援すること。

４　臓器摘出手術から移送までを担う臓器移植施設の担当医に

ついて、負担軽減対策を講ずること。

５　国民が臓器移植ネットワークの構築されていない国におい

て、臓器移植を受けることのないよう必要な対策を講ずるこ

と。

６　国外で臓器移植を受ける患者は、臓器源を法的に証明する場

合に限り、国の医療ケアを受けることができるよう講ずるこ

と。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成30年３月１日　　　　　　　　　 逗　子　市　議　会

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
総合的病院開設へ向けての病床配分に関する意見書
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「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善
の実現」を求める意見書

臓器移植の環境整備に関する意見書

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
総合的病院開設へ向けての病床配分に関する意見書

現在、神奈川県において基準病床数の検討が進められているが、横須賀・三浦二次保健医療圏は病床数が過剰

として、平成29年３月31日現在の既存病床数5,357床より50床減となる、5,307床を基準病床数とする見解が示さ

れていると聞き及んでいる。

横須賀・三浦圏域の逗子市においては、総合的病院がなく、著しい高齢化の進展等に対応するための医療体制

の充実及び地域包括ケアシステム構築の推進に必要な在宅療養後方支援病院がないことが課題となっている。

このため、本市では長年にわたって、総合的病院の誘致を市政の重要課題として位置付けており、誘致を進め

ている医療法人社団葵会による総合的病院の病床数は300床規模を求めているものの、現状では109床が承認され

たところである。

総合的病院の実現により、救急医療体制の整備、在宅療養後方支援病院の機能及び大規模災害時医療拠点の確

保など、本市における医療体制を飛躍的に充実させるためには、更なる病床の確保が必須となる。

よって、逗子市議会は神奈川県に対し、本市における総合的病院の開設に向けた病床数の確保について、特段

の措置を強く求めるものである。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成30年３月１日 逗　子　市　議　会
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